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１  座長選出  

 

 

２  区長あいさつ  

 

 

３  令和３年度泉区個性ある区づくり推進費事業実績    【資料１】 

 

 

４  令和４年度泉区個性ある区づくり推進費執行状況    【資料２】 

 

 

５  令和５年度泉区予算編成の考え方（案）        【資料３】 

 

 

６  その他 

（１）泉区総合庁舎 「４階執務室化工事」 及び 「２階窓口再編成」 の実施について 

【資料４】  

 

（２）立場地区センター駐車場の整備進捗状況について       【資料５】  



    

 

 

 

令和３年度 泉区個性ある区づくり推進費 事業実績 
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令和３年度泉区決算総括表

（単位:千円）

予算額（Ａ） 決算額（B） 差引（Ａ）-（Ｂ） 備  考

1,201

(98.74%) 　

5,676

(85.33%)

△ 4,419

(100.71%)

2,458

(99.67%)

（単位:千円）

予算額（Ａ） 決算額（B） 差引（Ａ）-（Ｂ） 主な事業

3,408
(83.81%)

7,893
(70.10%)

△ 10,728
(132.50%)

628
(95.83%)

1,201

(98.74%)

（単位:千円）

予算額（Ａ） 決算額（B） 差引（Ａ）-（Ｂ） 備  考

3,087
(86.02%)

2,589
(84.42%)

5,676

(85.33%)

（単位:千円）

予算額（Ａ） 決算額（B） 差引（Ａ）-（Ｂ） 備  考

△ 3,720
(102.52%)
△ 1,637
(122.95%)

904
(97.61%)

△ 817 地区センター（４か所）
(100.54%) 集会所（しらゆり）

0 こどもログハウス（いずみ台公園）
(100.0%)

0 区民文化センター（テアトルフォンテ）
(100.0%)

0 老人福祉センター（泉寿荘）
(100.0%)

0 コミュニティハウス（８か所）
(100.0%)

△ 6 スポーツセンター（泉スポーツセンター）
(100.01%)
△ 1,271 子供の遊び場（７か所）
(205.13%) 町のはらっぱ（６か所）、スポーツ広場（１か所）

2,128
(78.72%)

△ 4,419

(100.71%)

統合事務事業費 38,701 33,025

１　区分別総括表

自主企画事業費 95,519 94,318

区庁舎・区民利用施設管理費 618,082 622,501

計 752,302 749,844

２　内訳
（１）自主企画事業費

区　分

１　とどけよう！　いずみの魅力 21,053 17,645
・定住・転入促進事業【重点】
・いずみ文化振興事業
・深谷通信所跡地等活用事業

2　はぐくもう！　地域の力 26,397 18,504
・地域力支援事業【重点】
・地域を支えるICT活用推進事業【新規】【重点】
・多文化共生推進事業

3　まもろう！　暮らしの安全・安心 33,013 43,741

計 95,519 94,318

・防災対策事業【重点】
・防犯対策推進事業
・交通安全対策推進事業

４　ささえあおう！　健やかなまち 15,056 14,428

・泉区地域福祉保健計画推進事業【重点】
・泉区地域包括ケア推進事業【重点】
・いずみっこ子育て支援事業
・妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援充実事業

（２）統合事務事業費

区　分

１　統合事務費 22,081 18,994 生活保護や戸籍・住民登録等に係る事務費

２　統合事業費 16,620 14,031 広報よこはま泉区版の発行や市民相談、各種委員の活動費

計 38,701 33,025

（３）区庁舎・区民利用施設管理費

区　分

１　区庁舎等 147,878 151,598

２　土木事務所 7,132 8,769

３　公会堂 37,828 36,924

４　地区センター等 151,025 151,842

５　ログハウス 8,591 8,591

６　区民文化センター 105,224 105,224

７　老人福祉センター等 38,400 38,400

８　コミュニティハウス 66,725 66,725

９　スポーツセンター 44,070 44,076

10　広場・遊び場 1,209 2,480

11　区庁舎・区民利用施設修繕費 10,000 7,872

計 618,082 622,501
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令和３年度 泉区個性ある区づくり推進費自主企画事業 事業実績 

施策１ とどけよう！ いずみの魅力（６事業） 

予算額（２１，０５３） 

決算額《１７，６４５》 

事 業 項 目 事 業 概 要 

１ 定住・転入促進事業 

（５，９５０） 

《６，４９９》 

【区政推進課】 

 相鉄線と東急線の相互直通運転の開通や泉ゆめが丘開発の推進など利便性が

向上する好機を捉え、泉区内外の多くの方々に「泉区に住み続けたい」「住むな

ら泉区」と感じてもらうため、泉区に関わる様々な方や民間事業者等と連携し

て、居住地として選ばれる魅力づくりとプロモーションの取組を進めました。 

令和３年度は泉区の魅力をより身近に、かつ具体的に感じられる施策を実施

しました。 

(1) 情報発信（３，７３４）《４，０５３》

交通アクセスや子育て環境、緑や水に恵まれた生活環境等の泉区の魅力

を、主に 20 代から 30 代の子育て世代に対して効果的にＰＲするため、特

設サイト「いずみくらし」や民間不動産情報サイト、鉄道広告及びＳＮＳ

等、様々なツールを活用して発信しました。 

市営地下鉄及び市営バスでのポスター掲出：４月初旬～５月初旬 

総合住宅展示場ハウスクエア横浜特別展示：10 月 28 日～11 月９日 

区民インタビュー冊子の配布・配架：１月 

相鉄線及び市営地下鉄での PR 動画車内広告：２月 21 日～３月 20 日 

不動産情報ポータルサイトへの広告掲載：２月１日～３月 31 日     

不動産広告ＰＲページ閲覧数：4,300 回

やよい祭ブース出展：３月 20 日 

重点 

（予算額） 

《決算額》 

泉区公式 Instagram による魅力発信 
フォロワー数：1,417 人（令和４年８月 12 日時点）
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 (2) 魅力向上・魅力創出（２，２１６）《２，４４６》 

区民を始め多くの方々に泉区に愛着を持ってもらうため、泉区の魅力の

更なる向上や創出を図りました。 

ア 区民等地域ライターが多様な視点で泉区の魅力を取材し、特設サイト

「いずみくらし」へ記事を掲載しました。 

地域ライター：５月～ 11 名活動 

地域ライター講座の実施：６月 25 日、７月５日、７月 13 日 

地域ライター記事：12 記事制作 

イ 区内外の方が泉区の魅力を実感できる、収穫体験やウォーキング等の 

体験型コンテンツは新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止し 

ました。 
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２ いずみ文化振興事業 

（４，５０３） 

《１，６０２》 

【地域振興課】 

 泉区の文化振興を図るため、区内の文化団体による作品等の創作、展示、発

表の活動を支援するとともに、泉区における伝統文化の保存・普及・継承の取

組を推進しました。 

 

(1)  文化振興事業（９８０）《５２４》 

ア 泉区民文化祭 

文化振興委員会が開催する区民文化祭の活動を支援しました。 

  展示：11 月１日～５日（工芸・書作展） 

                         ３月 22 日～24 日（華道展） 

     発表：中止 

 

イ 区民ホール事業 

文化振興委員会の展示部門・発表部門が企画実施するそれぞれの展示や

発表を支援しました。       展示部門：６月～７月の８日間 

発表部門：７月～１月の５日間 

 

ウ 泉つるし飾り展 

泉区の歴史的な区民手作りのつるし飾りを、区民ホールに展示しました。

また、併せて天王森泉館などの区内施設にて同時期に開催する、「つる

し飾り展」の広報を行いました。              （２月 14 日～19 日） 

 

(2)  いずみ伝統文化保存事業（３，３１８）《１，０４２》 

泉区の伝統文化である「横浜いずみ歌舞伎」「太鼓・お囃子」「相模凧」

の保存・普及・継承を図る泉伝統文化保存会の活動を支援しました。 

また、区の魅力発信及び伝統文化の将来の担い手となる会員募集に重点

を置き、リーフレット等の配架、また、歌舞伎で使用する衣裳・小道具の

展示に併せ、保存会全体の活動紹介パネル展等のイベントなどを実施しま

した。      ・いずみ相模凧揚げ会（５月中止、１月５日） 

         ・太鼓・お囃子フェスティバル  （中止） 

         ・横浜いずみ歌舞伎公演     （中止） 

         ・横浜いずみ歌舞伎衣裳・小道具展（10 月４日～８日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)  伝統文化を通じた次世代育成事業（２０５）《３６》 

伝統文化の活動者と次世代を担う青少年が交流する機会を設け、泉区の伝

統文化を体験する機会提供及び普及活動を展開しました。        

（歌舞伎体験事業：11月 16 日、和泉小学校６年生 59名） 

衣装・小道具展の様子 
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３ 農を生かしたまちづくり事業 

（１，１０９） 

《１，０９１》 

【区政推進課】 

泉区の地域資源である農について、区民が理解を深め、活動に関わっていく

ための取組を推進しました。 

(1) 農産物を生かしたまちづくり事業 ＜拡充＞（８８５）《８９４》 

地産地消への理解を深め、実践してもらうための取組として、特設サイト

「いずみくらし」に、区内の直売所及び収穫体験ができる農園の情報や、よ

こはま地産地消サポート店のインタビュー記事を掲載しました。 

（インタビュー記事掲載による情報発信：13 店舗） 

(2) 農の活動推進事業（２２４）《１９７》 

ア 援農団体の活動支援をすることで、高齢化や担い手不足に悩む農家の支

援につなげました。 

イ 区民を対象に農作業の体験講座を実施し、援農等の活動へ関わるきっか

けを提供しました。 

農講座「ベランダ・お庭で泉区産いちごを育ててみよう」： 

２月 21 日、20 組参加（49組応募） 

 

 

 

 

   

○ 援農コーディネーター支援事業【環境創造局事業】（１００）《１００》 

労働力が不足している農家と、農家への手伝いを希望している市民を結びつける、援農団体の活動を

支援しました。 
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４ 水・緑・みち魅力づくり 

支援事業 

 （１，９９２） 

《１，４２１》 

【区政推進課】 

【土木事務所】 

泉区の緑環境の保全を地域団体と連携して進めるとともに、和泉川や村岡川

などの流域において地域団体等との協働により、区の特性に対応した魅力づく

りを行いました。また、担い手不足が課題となっている道路・公園・水辺に

おける愛護会等活動が維持・継続できるよう支援を強化しました。 

(1) 魅力づくり支援事業（４５０）《４０７》 

和泉川や村岡川などの流域、立場駅前交通広場の花壇などで活動する団

体に花苗の提供などを行い、地域の魅力づくりを支援しました。 

四ツ谷湧水における花苗植付：６月７日、11 月８日 

村岡川清掃イベント：中止 

和泉遊水地における菜花播種：10 月 30 日 

立場駅前交通広場の花苗提供：５月 28 日、10 月 25 日、２月 28 日 

 

(2) 愛護会活動支援（１，０５０）《５５２》 

ア 愛護会活動にかかる草刈りなどの活動を支援するための機材の貸与な

どを行いました。 

イ 新たな担い手づくりのために、公園の花壇を紹介するリーフレットを 

作成し、愛護会と地域の新たな連携を促進しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 緑環境保全事業（４９２）《４６２》 

地域資源のひとつである貴重な緑環境を守る活動を支援しました。 

また、区の花・あやめの認知度を上げ、愛着を持ってもらえるよう、普

及団体の活動支援等を行いました。 

 

立場駅前広場の花苗植付け 

公園花壇紹介リーフレット 
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５ 深谷通信所跡地等活用事業 

（５，３３７） 

《５，１００》 

【区政推進課】 

 深谷通信所跡地において、区民が利用できる区域を広場として開放するとと

もに、広場利用を促進する取組を行いました。また、跡地利用等に関して、地

域の意見・要望の調整等を行いました。 

(1) 広場等管理運営（５，０７３）《４，８９４》 

跡地内の一部区域を区民が利用できる広場として開放し、定期的な草刈

りを実施するとともに、日常的な管理運営を行いました。また、多くの区

民に利用してもらえるよう、広場を活用したイベントを実施しました。 

（防災・脱炭素化啓発フェア：11 月 23 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 協議会運営支援（２６４）《２０６》 

跡地利用等に関する協議、情報提供、地域の意見・要望の調整を行う泉

区深谷通信所返還対策協議会の運営を支援しました。 

小委員会：６月 14 日、10 月 13 日、３月 11 日 

協 議 会：６月 28 日、10 月 22 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 跡地利用推進事業【政策局事業】（１４，０００）《９，８９４》 

都市計画決定に向けた関係区局調整を行うとともに、暫定利用期間中の本市管理区域の維持管理を行

いました。 

○ 深谷通信所跡地利用関連道路計画検討事業【道路局事業】（２０，０００）《１９，９８７》 

外周道路や、外周道路と環状３号線・環状４号線を結ぶ連絡道路の整備に関する検討や関係機関との

協議等を行いました。 

○ 大規模施設跡地等墓地整備事業【健康福祉局事業】（６１，０００＜全市＞）《６１，０００》 

深谷通信所跡地での公園型墓園の整備に関する手続等を進めました。※ 

○ 米軍施設跡地の公園の事業推進【環境創造局事業】（１００，０００）《４６，６４１》 

深谷通信所跡地での公園の整備に関する手続等を進めました。※ 

※（環境影響評価方法書 縦覧：９月 24 日～11 月８日、説明会：10 月 17 日、18 日） 

燃料電池自動車「ミライ」展示 防災啓発ブースの様子 
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６ 広報事業 

（２，１６２） 

《１，９３２》 

【区政推進課】 

 区政運営に関し、区民の理解を深め、共感を得、行動につなげていくため、

区が保有する各種広報媒体を効果的に活用し、泉区の行政情報や地域情報、生

活情報、住み続けてもらうための区の魅力を区民に的確に発信しました。 

(1) 泉区ホームページ事業（１７８）《７２》 

区ホームページを通じて区政に関する情報を発信しました。また、ホー

ムページと連動したツイッターの活用を進めました。 

（アクセス件数：年 1,434,439 件、ツイート回数：年 122 回） 

(2) 泉区生活・防災マップ作成事業（４０３）《３４９》 

区内の町区域や各種施設などを網羅した生活地図と地域防災拠点などの

防災地図をまとめた「生活・防災マップ」を発行しました。 

（２月、11,000 部） 

(3) 泉区生活便利帳作成事業（４４７）《３４８》 

区民に必要な生活情報をまとめた「泉区生活便利帳」を改訂し発行しま

した。                      （３月、6,000 部） 

(4) 「住むなら泉区」情報発信事業 ＜新規＞（１，０４４）《１，１４０》 

広報よこはま泉区版の増ページ版の発行に加え、事業効果を高めるため

に発信時期を見据え、紙媒体や映像媒体等の地域メディアを活用して情報

発信しました。 

また、泉区広報戦略に基づき、統一的な広報活動を進めるためロゴマー

ク「♯住むなら泉区」を策定しました。 

広報よこはま泉区版増ページ版発行：11 月 

新型コロナウイルス関連広告記事掲載：５月 20 日 

商店街振興関連広報動画メディア放映：10 月 

定住・転入促進関連広告記事掲載：３月 17 日 

                 統一的ロゴマーク「♯住むなら泉区」策定：10 月 

(5) 「いっずん」広報事業（９０）《２４》 

泉区マスコットキャラクター「いっずん」を通じて、区民の区への愛着・

親しみの向上、泉区のＰＲに寄与しました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 広報よこはま発行事業【統合事業費】（８，０８７）《５，９６１》 

・「広報よこはま」発行事業（７，３６４）《５，２７０》 

「広報よこはま泉区版」を、市版との一体感を保ちながら、編集・発行し、全世帯配布に取り組み

ました。 

・「いずみ福祉保健センターからのお知らせ」発行事業（７２３）《６９１》 

福祉保健センターで実施する健診・相談などの事業について、年間日程などを掲載した「いずみ

福祉保健センターからのお知らせ」を年１回「広報よこはま」とあわせて配布しました。 （３月） 
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○ 地域交通サポート事業【道路局事業】（４０，０００＜全市＞）《１７，３１７》 

地域にふさわしい交通サービスの実現に向けた地域主体の取組に対して、活動経費助成や調査の実施支援

等を関係者と調整しながら行いました。 

○ 持続可能な住宅地推進プロジェクト【建築局事業】（４，５００）《４，５００》 

市民や企業等と協働・連携し、相鉄いずみ野線各駅で、魅力的な地域資源を活かしたまちづくりを進めま 

した。 （いずみ野マルシェ＋2021：９月（中止）、緑園街マルシェ：11 月 21 日、やよい祭：３月 20 日） 

○ 泉ゆめが丘地区土地区画整理事業【都市整備局事業】（２８０，５０５）《５》 

都市計画道路や公園等の基盤整備工事を進めました。 

○ 緑地保全制度による指定の拡大・市による買い取り事業【環境創造局事業】 

（７,２４４,３３９＜全市＞）《５，４９８，８１２》 

区内のまとまりのある樹林地の保全を進めました。 

○ ガーデンシティ横浜の推進（各区連携）【環境創造局区配】（２，０００）《１，８６２》 

花壇の設置、地域やイベントとの連携により、区民が花や緑に親しむ機会を増やす取組を行いました。 

○ 横浜市民の読書活動推進事業【教育委員会事務局区配】（１００）《９６》 

会議やイベントを通じて、各関係者（図書館、学校、区役所、区内読書関連施設）間の連携を図りながら、

読書に親しむきっかけづくりを推進し、令和３年３月に策定した「第二次泉区読書活動推進目標(令和２年度

から概ね５年間)」の達成に取り組みました。 
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施策２ はぐくもう！ 地域の力（12 事業） 

予算額（２６，３９７） 

決算額《１８，５０４》 

事 業 項 目 事 業 概 要 

１ 地域力支援事業 

 

（６，５８８） 

《３，２２９》 

【区政推進課】 

【福祉保健課】 

【地域振興課】 

 持続可能な地域活動が行われるよう、活動の基盤となる自治会・町内会の役

員や各種委嘱委員等の地域住民の支援に取り組むとともに、担い手不足の解消

に向けた、現役世代を含めた幅広い方々の地域活動への参画を推進しました。

また、地域での多様な課題の解決に取り組む泉区地域協議会や地区経営委員会

等の運営を支援するとともに、地域支援に携わる職員の育成を実施しました。 
 

(1) 泉区地域協議会運営支援（５７０）《３４８》 

泉区全体に関わる課題などに対する提言・提案、地域の課題解決に関す

る情報交換などを行う泉区地域協議会の運営支援を行いました。 

・課題検討テーマ「次世代と築く地域づくり」 

定例会（６月 10 日、10 月７日、12月 16 日。２月は書面開催） 

課題検討部会（７月８日、11 月４日、11 月 25 日）    

＜事例紹介＞ 

     ・多世代循環の街づくり（10 月定例会） 

       （講師：北山田町内会 会長 本間 彰 氏） 

     ・人々が支え合える街を創る 地域 SNS「ピアッザ」（10 月定例会） 

       （講師：ＰＩＡＺＺＡ株式会社） 

・自治会活動におけるＨＰの活用（11月課題検討部会） 

（講師：和泉中央南ハイツ自治会 会長 佐藤 茂 氏） 

     ・多世代をつなぐ学生の地域活動～サコラボ編～（12月定例会） 

       （講師：ＮＰＯ法人アクションポート横浜、サコラボ） 

 

(2) 新しい地域活動、社会参加の在り方の企画・情報発信等 

（２，９２０）《７１４》 

区内在住の若年層（20～44 歳）に対して、泉区の魅力、泉区で暮らす

中で感じていること、近所付き合いや地域活動等に関する意識調査をウ

ェブアンケートにより実施しました。            

（実施：２月 回答数：370 件 回収率：24.7％） 
 

(3) 地域活動継続のための取組支援 ＜新規＞（１，０００）《７６９》 

地域活動の維持・継続に向けて、活動経験者が培った経験や地域活動事

例を紹介する冊子「活動の継承～地域活動を次世代へと紡ぐ～」を発行し

ました。また、各種委嘱委員等の活動を支援するため、区ホームページで

の活動事例の紹介や、外部サイトでの委嘱委員を対象とした情報提供を行

いました。 

（活動の継承～地域活動を次世代へと紡ぐ～発行部数：1,000 部） 
 

(4) 地域活動コーディネーター派遣（７６８）《４２７》 

地域の課題解決に向けた取組を支援するため、各地区へ地域活動コーデ

ィネーターの派遣を行いました。              （24 回） 

重点 

冊子 
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 (5) 地区経営委員会活動費用助成（６００）《４１４》 

地区経営委員会が行う多様な地域活動が持続するため、各地区経営委員

会の運営支援や地域運営補助金の活用支援等を行いました。 

（９地区） 

 

(6) 地域支援担当職員育成（１００）《０》 

地域支援に従事する職員等に対する研修を実施し、地域支援に必要なス

キル・ノウハウの習得や総合調整力の向上を図りました。 

      地域支援研修（転入責任職向け）：４月 12 日  

地域支援研修（その他職員向け）：５月 25 日・６月 7日 

      地域支援研修（中級編）：１月 18 日、１月 31 日   

 

(7) 地域力支援事務費（６３０）《５５６》 

地域力支援事業の推進に向けて、地域団体等に行政情報の提供や運営支 

援を行いました。 

 

 

 

 

 

○ 元気な地域づくり推進事業【市民局区配】（６５９）《６５４》 

地域活動の人材育成、地域のつながりづくりを推進するため、地域団体などとの協働により、まちづくり

講座や事例研究などを行う「泉区まちづくりみらい塾」を開講しました。      

■期  間 11 月～１月 

■内  容 第１回：開講式、みらい塾卒業生事例発表  

第２回：現地見学会 

第３回：ミニプラン発表、修了式、10周年記念セレモニー 

■受講者数 15 名 
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２ 地域を支えるＩＣＴ活用 

推進事業 

 

（２，９００） 

《３，９８９》 

【総務課】 

【区政推進課】 

【福祉保健課】 

【高齢・障害支援課】 

新型コロナウイルス感染症拡大により、従来の手法による地域活動や地域支

援が困難になったことを受け、ＩＣＴを活用し、新しい生活様式を取り入れた

活動継続を支援しました。また、高齢者をはじめ幅広い世代を対象としたＩＣ

Ｔの活用を通じて地域をつなぎ、若い世代の参画や医療・介護事業者の情報連

携を促進しながら、区役所が地域を支えていきました。 

 

(1)  地域向け支援（２，２５０）《１，３１０》 

ア 地域活動ＩＣＴ環境整備助成事業 

地域活動団体が主体となって取り組むＩＣＴ機器整備や活用講座開催

等の経費に対する助成を行いました。     （１地区：和泉中央） 

イ 講座開催・開催支援 

区内７か所にある地域ケアプラザを会場として、泉区内で地域活動をさ

れている方に対するＩＣＴ活用講座を開催しました。 

また、高齢者サロンでスマートフォン講座の開催を支援しました。開催

にあたり、学生がサロンに出向き、直接使い方を手ほどきすることで、高

齢者と若者世代のつながりを醸成しました。 

   講座開催：10 月～３月 

 地域ケアプラザにおけるＩＣＴ活用講座：21 回、延受講者数 162 人 

高齢者サロン（延べ）：学生 50 人、受講者 59 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  事業者向け支援（２５０）《２７０》 

医療・介護関係者など多職種の専門職によるウェブ会議や講演会等の開

催や参加を促進するため、事業所に対し、ＩＣＴ環境の導入に向けた講座

の開催やフォローアップのための講師派遣を行いました。 

地域包括ケアシステム構築のための人材育成研修 Zoom 配信： 

６月 21 日、12 団体 17 人参加 

泉区在宅におけるチーム医療を担う人材育成研修 Zoom 配信： 

                            ８月 19 日午後、41人参加 

かかりつけ医のための在宅医療研修 Zoom 配信： 

８月 19 日夜間、31 人参加  

  

重点 新規 

地域ケアプラザにおける ICT 活用講座 
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 (3) 区役所環境整備（４００）《２，４０９》 

区役所が発信拠点としての機能を果たすために、ウェブ会議に必要な機器 

等を整備し、区職員向けにウェブ会議の利用方法等の研修を実施しました。 

（職員向けオンライン会議ツール（Zoom）活用研修：３月 22 日）

ア ウェブ会議室の整備                  （３月） 

 イ ウェブ会議用物品の購入                （３月） 

 

３ 商店街振興支援事業 

（１，４６２） 

《１，４５４》 

【地域振興課】 

区内商店街の振興や賑わいづくりを支援し、商店街活性化に向けた取組を展

開しました。 
 

(1) 商店街振興・賑わいづくり事業（１，４６２）《１，４５４》 

商店街との意見交換会などを通じ、賑わいづくりに向けたイベントやプ

ロモーションの取組を行いました。また、賑わいづくりと商店街の活性化に

向けたイベントとして、泉区商店街連合会加盟の飲食店による、泉区マスコ

ットキャラクターを活用した「いっずんカレー」及び「いっずんハロウィ

ン」を期間限定で開催しました。 

いっずんカレー（７～８月）：参加店舗数 11 店舗、販売個数 約 3,000 個 

いっずんハロウィン（10月）：参加店舗数 ４店舗、販売個数 約 1,300 個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウェブ会議室（個室） ウェブ会議室（多人数用） 

いっずんカレー
いっずんハロウィン 
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４ 多文化共生推進事業 

（２，６０８） 

《２，３３９》 

【地域振興課】 

【こども家庭支援課】 

多様な文化を持つ人々がお互いを尊重し、外国籍等区民が地域の構成員とし

て地域活動に参加しながら協働の地域づくりを進めることができるよう支援し

ました。 
 

(1) 多文化共生まちづくり推進事業（９９０）《９７６》 

多くの外国籍等区民が暮らすいちょう団地地区において、地域と協働し、

自主的・自立的に取り組む住民の交流会や懇談会、多言語による日常生活等

に係る情報提供等を支援しました。 

また、多言語による情報提供、多文化に関する情報提供を行う「いずみ多

文化共生コーナー」を運営し、多文化共生の取組を推進しました。 
 

(2) コミュニケーション支援事業（１，３０６）《１，１２５》 

ア 外国籍等区民が、生活に必要な情報を得られるよう、多言語の生活情

報紙「泉区リビングガイド」を発行しました。            （６月） 

イ 外国人にもわかりやすい日本語で外国籍等区民をサポートする地域ボ

ランティアの人材を養成する「やさしい日本語講座」を開催しました。   

（２月 28 日：７人参加、３月７日：９人参加） 

ウ 今後の事業展開を検討する上での基礎資料とするため、区内在住の外

国籍等区民の実態調査を行いました。               （５月～10月） 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

(3) 外国籍等区民への子育て支援事業（３１２）《２３８》 

日本語に対応できない妊婦及び子育て中の区民を対象に、通訳等のサポー

トを行いました。             ＜ベトナム語・中国語＞ 

ア 妊娠中から必要な支援を把握し、安全な出産を迎えるサポート及び乳幼 

児健診後のフォローや個別心理対応時に通訳が同行・同席し、きめ細やか

な子育て支援を行いました。 

（ベトナム語：10 回、中国語：０回） 

イ 北上飯田保育園において地域の外国籍親子への支援として日本の文化

にふれあい、親しみを持っていただきながら居場所を提供する子育てサロ

ンを開催しました。               （24 回、49 人参加） 

  

○ 地域経済活性化事業【経済局区配】（２，０００）《１，９８０》 

新型コロナウイルス感染症の影響により、依然厳しい状況が続く商店街を支援するため、泉区商店街連

合会に加入する参加店舗にて、「わたしの町の商店街 応援ありがとうスタンプラリー」を開催し、商店街

の認知度の向上及び活性化につなげました。            （２月、参加店舗数：100 店舗） 

○ いずみ多文化共生コーナー【国際局区配】（６１０）《２３９》 

「いずみ多文化共生コーナー」の運営にあたり、新型コロナウイルス感染拡大の影響を考慮し、オンラ

イン方式による事業展開に向けて、Wi-Fi 等の設置を進めました。 

○ 元気な地域づくり推進事業【市民局区配】（５５）《３４》 

世代や国籍等を問わず、住民がお互いの文化や生活習慣への理解を深めていくことができるよう、多

文化・多世代交流の取組を充実しました。 
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５ 区民活動支援センター事業 

（６４３） 

《７１６》 

【地域振興課】 

 区民の活力ある諸活動の推進や、自治会町内会の課題解決に向けた活動の支

援を図るため、いずみ区民活動支援センターにおいて、地域活動や生涯学習に

関する情報提供・相談、多様な地域の人材の発掘・活用、地域活動を行う個人・

団体への活動支援等を行いました。 

 

(1) 区民活動支援センター運営事業（６４３）《７１６》 

ア 区民活動に関する相談業務を実施し、学習機材等を貸出しました。 

イ 区民活動支援センターの認知度を高め、事業内容を広報するため、区民

活動情報紙「センターだより（いずみ区民活動支援センター情報誌）」等を

発行しました。               （７月、11 月、３月） 

ウ 区民活動団体の広報を支援するため、人財バンク登録者の展示会や発表

会を区民ホール等や区内の施設で開催し、活動内容を紹介しました。 

（２月 28 日～３月 11 日） 

エ 区民利用施設ネットワーク会議を開催し、自主企画事業の事例や企画立

案に向けた課題等の情報共有を行いました。      （11 月 26 日） 

 

○ 元気な地域づくり推進事業【市民局区配】（５６１）《３０６》 

・人財バンク事業 

  地域の力を地域のまちづくりにつなげるため、ボランティアやサークル活動団体、個人の「泉区

人財バンク」への登録・利用を促進します。また、併せて登録データを冊子やホームページで公開

し、地域での活躍の機会を提供しました。 

・区民活動支援事業 

自治会町内会や区民活動団体等が地域まちづくりの推進に必要となるノウハウの習得やスキルア

ップを支援するため、地域活動実践講座を実施します。併せて、地域活動団体の運営面での課題解

決に向けた取組や、区民のまちづくりについてのコミュニケーション等を促進し、マッチングの場

や機会の提供を行い、区民活動を促進しました。 

区民の地域活動や生涯学習へのきっかけづくりのため、人財バンク登録者による講座や区民活動団

体の体験会を実施しました。 
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６ 自治会町内会振興事業 

（２，４４９） 

《１，３５０》 

【地域振興課】 

 住みよいまちづくりに貢献している自治会町内会活動を振興するため、行政

情報等の提供を進めました。また、自治会町内会長や役員に対する表彰等を行

い、敬意と感謝の意を表するとともに、自治会町内会の掲示板やホームページ

を活用した情報発信の取組を支援しました。 
 

(1)  自治会町内会交流推進事業（２，０９９）《９７１》 

ア 掲示物や回覧物などの行政情報等を自治会・町内会へ送付しました。 

イ 感謝会は中止し、個別訪問により被表彰者へ感謝状を贈呈しました。  

（３月） 

ウ 自治会町内会の役員に感謝状を贈呈しました。 （４月～５月：37 名） 

(2)  自治会町内会掲示板整備補助事業（３００）《３２９》 

自治会町内会の掲示板の新設・補修等の整備工事費の一部を補助しました。

（交付状況：６団体・12基） 

(3)  自治会町内会ホームページ作成支援事業（５０）《５０》 

自治会町内会がホームページを作成する上での諸問題の解決に向けた支援 

を行いました。                （ホームページ開設：53 団体） 

  

７ 区民スポーツ振興事業 

（１，７４８） 

《１，１８８》 

【地域振興課】 

 区民の健康志向の高まりに併せて、スポーツの振興を図るため、地域のスポ

ーツ振興団体やスポーツ大会、教室を実施する団体へ支援します。また、地域

資源を活用したスポーツ振興イベントを開催し、区民がスポーツに取り組む機

会を提供しました。 
 

(1) スポーツ振興団体支援事業（１，１６０）《１，１６０》 

泉区スポーツ協会が企画・運営する区民スポーツ大会やスポーツ教室・講

習会等の開催を支援しました。 
 

(2) 地域資源を活用したスポーツ振興啓発事業（５８８）《２８》 

東京 2020 オリンピック・パラリンピックの開催を記念した、レガシーイベ

ントを実施しました。                （11 月 23 日） 

 

○ スポーツ推進委員支援事業【統合事業費】（３，３２４）《３，０６３》 

  市委嘱のスポーツ推進委員が行うスポーツ振興や啓発事業等の活動を支援しました。 

○ 東京２０２０オリンピック・パラリンピック横浜市推進事業【市民局区配】（５００）《０》 

  実施を予定していたパブリックビューイングは出来ませんでしたが、東京２０２０オリンピック・パラ

リンピックの開催を記念した、レガシーイベントを実施しました。           （11 月 23 日） 

○ 地域活動推進費補助金交付事業【市民局区配】（４５，０２３）《４４，４５０》 

自治会町内会、地区連合自治会町内会等が実施する環境美化、防災・防犯活動等の公益的活動に対する

経費の一部を補助しました。 

○ 自治会・町内会館整備費補助事業【市民局区配】（１，１９０）《１，１９０》 

自治会・町内会館の新築や増改築、改修、修繕等に対する経費の一部を補助し、事務手続きなどを支援

しました。                               （修繕：戸塚苑自治会） 
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８ ごみ減量化推進事業 

（２，４２４） 

《２，４５５》 

【地域振興課】 

 

更なるごみ減量と脱温暖化に取り組み、豊かな環境を次世代に引き継ぐた

め、「ヨコハマ３Ｒ夢
ス リ ム

プラン」に基づき、市民・事業者の皆様による自主的で

自分らしい３Ｒ夢行動を大切にしながら、横浜らしい循環型社会に向けて、ご

みの減量化、温室効果ガス削減を推進しＳＤＧsにつなげました。 

 

(1) ごみ減量化活動支援事業（２，４２４）《２，４５５》 

ア 地域が主体となって取り組むごみの減量化推進や集積場所周辺の環境

美化等の活動に対する補助金を、連合自治会町内会（12 地区）に交付し

ました。 

  イ 発生抑制等によるごみ総量の削減啓発チラシや、「ヨコハマ３Ｒ夢プラ

ン」の認知度を高めるため啓発物品等を作成しました。 

  ウ 自治会・町内会、地域団体、小学校・保育園等を対象に、出前講座

や地域イベント等を通して３Ｒ行動の普及・啓発を進めました。 

（３Ｒ夢キャンペーン４回、出前教室１回、早朝啓発２回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  エ 商業施設等と連携し、継続的な啓発活動・キャンペーン等に取り組み

ました。 

  オ きれいな街づくり、「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」の推進、緑化の推進に功

労のあった個人及び団体を表彰しました。   

（表彰式（団体３、個人２）：９月） 

 

 

 

 

 

  

○ クリーンタウン横浜事業【統合事業費】（８３８）《７７７》 

清潔できれいな街ヨコハマの実現に向け、美化推進重点地区において、定期清掃及び啓発活動を実施

しました。                                                             （４月～３月：96 回） 

３Ｒ夢キャンペーン 出前教室 
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９ 脱温暖化行動啓発事業 

（６７３） 

《７０７》 

【区政推進課】 

 脱温暖化行動に対する区民の理解を深めることを目的として、家庭等身近

な場面で取り組める省エネ行動に関する啓発や緑のカーテンづくりを推進し

ました。 

 

(1) 省エネ行動等啓発事業（１６０）《４３１》 

省エネ行動や脱炭素行動について、泉区環境読本等のツールを活用して

啓発を行いました。 

（フェリス女学院大学との協働によるエコバッグ制作（300 個）：３月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 緑のカーテン普及事業（５１３）《２７５》 

緑のカーテンづくりを推進するため、植物の種等の配布を行うととも

に、緑のカーテン写真等を募集する等、取組の共有・浸透を図りました。 

種の配布（3,000 箱（１箱／10 粒））：４～６月 

写真・取組事例募集：８月、ホームページ掲載：９月 

  

協働制作したエコバッグ 
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１０ 青少年を育むまちづくり事業 

（７９６） 

《６７５》 

【地域振興課】 

地域の大人と子どもたちが交流する機会を設け、大人と子どもの顔と顔のつ

ながる関係づくりを支援しました。また、学校や地域が一体となって、子ども

たちの地域への愛着やふるさと意識を育み、将来の泉区を担う人材を共に育成

するまちづくりを目指しました。 

 

(1) 地域の子ども交流支援事業（６１６）《５８５》 

ア 地域と協働し、区内地区センター等を中心とした５方面において、異な

る年齢の子どもたちが地域の大人と工作やスポーツを通して定期的に

交流する取組を支援しました。 

イ 地域内の中学校と協力し、事業の担い手の確保と地域に定着した活動に

向けて、中学生ボランティアの参画を促進しました。 

 

(2) 地域連携青少年育成事業（９０）《０》 

青少年に関わる地域団体による青少年健全育成の取組を支援し、児童が地

域の大人たちと交流する機会を創出し、地域活動の担い手育成につなげる事

業です。令和３年度は１団体の補助金申請がありましたが、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により、申請が取り下げられました。 

 

(3) 区子ども会活動推進事業（９０）《９０》 

区子ども会育成指導者連絡協議会が行う活動を支援しました。 

 

 

 

１１ 窓口案内ボランティア事業 

（１，１０６） 

《４０２》 

【区政推進課】 

 公募の区民ボランティアが区庁舎正面玄関で来庁者に挨拶や案内をすること 

により、親しみやすい区役所をつくりました。また、区民視点から窓口応対や 

行政サービスについての意見・提案を伺い、区役所の業務改善につなげました。

 

(1)  窓口案内ボランティア事業（１，１０６）《４０２》 

窓口案内に加え、定例会議や研修会などを実施しました。 

休止期間：８月３日～11月12日 

定例会議：８月30日、11月９日 

意見交換会：３月25日 

研修会：５月12日・14日 

１２ 泉区民ふれあいまつり支援事業 

【３，０００】 

《０》 

【地域振興課】 

泉区に対するふるさと意識、区民の連帯意識を醸成するため、泉区民ふれあ

いまつりの開催支援を予定していましたが、新型コロナウイルス感染症拡大の

影響により会場が使用できなくなったことから、泉区民ふれあいまつりは中止

となりました。 

○ 青少年指導員事業【統合事業費】（１，６７１）《１，５８４》 

青少年の健全育成促進のため、泉区青少年指導員協議会の活動を支援しました。 

拡充 
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施策３ まもろう！暮らしの安全・安心（７事業） 

予算額（３３，０１３） 

決算額《４３，７４１》 

事 業 項 目 事 業 概 要 

１ 防災対策事業 

 

（８，３６６） 

《９，８７９》 

【総務課】 

【福祉保健課】 

【高齢・障害支援課】 

【生活衛生課】 

地域や関係機関との連携を強化し、震災・風水害対策に一層取り組みました。

特に、地域における自助・共助の取組への支援を積極的に行い、地域防災活

動の活性化及び地域防災の担い手の確保・育成を図りました。 

 

(1)  地域防災の担い手支援事業 ＜拡充＞（３，６４１）《２７０》 

ア 区民の自助・共助による防災・減災の取組を推進するため、地域や防

災関係機関と連携した防災フェアを実施しました。ゲーム感覚で防災に

関する知恵や技術を学べるプログラムなど親しみやすいコンテンツを活

用して、幅広い世代に対し、防災活動への参加を促進しました。 

（11 月 23 日：来場者数約 1,000 人） 

 

 

 

 

 

 

 

イ リモート型防災アトラクションや小学生を対象とした防災出前講座等を

実施し、若い世代の防災意識向上を図ることで、自発的な地域防災活動の

参加へとつなげ、将来に渡る地域防災の担い手確保・育成を図りました。

（小学校防災出前講座：３校、防災アトラクション：２月 27 日） 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 「災害に強い地域づくり」を推進するため、町の防災組織等を対象とし

た集合研修を実施しました。 

 （７月 28 日、31 日、８月１日:54 団体 104 人） 

エ 地域からの要請により各地域の特性や課題に応じた防災活動の取組支援

を行うため、防災出前講座や防災まち歩きを実施しました。 （13 団体） 

オ 発災時における地域での安否確認等、共助の取組を推進・支援するた

め、安否確認の取組事例を紹介するとともに、安否確認用グッズの作

成・配布を行いました。                       （16 団体 2,509 枚） 

カ 災害時要援護者支援を推進するため、町の防災組織との協定締結による

災害時要援護者名簿の提供や出前講座等を実施しました。 

（新規協定の締結：１団体） 

重点 

水消火器的あてゲーム  

防災出前講座の様子  
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 (2) 広報・啓発事業（６９５）《４９３》 

ア 世代に応じた多様な広報媒体を活用し、時節を捉えた防災・災害に関す

る情報発信を行いました。 

（広報よこはま６月号特集（風水害対策）、１月号（震災対策）） 

イ 区民の防災意識向上のため、防災講演会を開催しました。  

（講演会：11 月 24 日・70 人、動画の配信：12 月） 

 

 

 

 

 

 

(3) 地域防災拠点機能強化事業（１，１６６）《２，６５０》 

ア 地域防災拠点運営委員に対し、必要な情報提供等を行うため、地域防災

拠点運営委員会連絡協議会総会を開催しました。併せて、地域防災拠点の

委員長等に対して表彰を行いました。              （５月 28 日） 

イ 地域防災拠点運営委員会委員を対象に地域防災拠点の開設・運営方法等

についての研修会を実施しました。          （７月 16 日、17 日） 

ウ 実践的な地域防災拠点運営に向けた対策に関する議論・検討のため、地

域防災拠点運営委員長会を開催しました。        （12 月 11 日） 

エ 地域防災拠点の参与及び動員参集する職員等を対象に拠点の開設・運営

についての研修会を実施しました。 

（参与説明会：４月 22 日・23 日、動員職員研修：８月 13 日） 

 

○ 地域の防災担い手育成事業【総務局区配】（７００）《３３０》 

地域の防災担い手を育成し、町の防災組織を中心に自助・共助の取組を推進しました。 

○ 「町の防災組織」活動費補助金【総務局区配】（８，５２０）《８，６２８》 

「町の防災組織」が行う自主防災活動に対し、補助金を交付し、地域防災体制の確立を図りました。 

○ 災害時要援護者支援事業【健康福祉局区配】（３１９）《１９９》 

災害時要援護者の安否確認や避難支援等の活動が円滑に行われるよう、地域での取組を支援しました。 

○ 家具転倒防止対策助成事業【総務局事業】（４，０００＜全市＞）《４，３８７》 

自ら家具転倒防止対策を講じることが困難な世帯を対象に家具転倒防止器具の取付けを無料で代行しま

した。 

○ 感震ブレーカー等設置推進事業【総務局事業】（２５，４９０＜全市＞）《１８，３４８》 

出火危険及び延焼拡大危険等の高い地域の住宅を中心に、大震災発生時に自動的に住宅の電気供給を遮

断する感震ブレーカー等の設置を推進することにより、出火率を低下させ、火災被害の軽減を図りました。 

○ 情報伝達手段強化等事業【総務局事業】（４３８，４４０＜全市＞）《４２１，４７５》 

地震や風水害等に関する緊急情報を発報する防災スピーカーを、防災行政用デジタル移動無線網を活

用し、区役所、消防署、地域防災拠点等に整備しました。 

（いずみ野中学校、中田中学校、泉が丘中学校、新橋小学校、緑園消防出張所） 
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 オ 地域防災拠点防災備蓄庫の防災資機材の修繕・点検及び燃料等の消耗品

について計画的な維持管理を行いました。 

（感染症対策キット、筆談ボード、避難所用プライベートテント等） 

カ 地域防災拠点へ配布している衛生対策ポスターの内容更新、追加及び補

充を行いました。 

キ 地域防災拠点に配備されている資機材の取扱い研修会は新型コロナウイ

ルス感染症の影響により中止としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 防災体制の整備・強化事業（２，２８６）《６，００６》 

ア 防災関係機関等と連携し、災害発生時に的確な対応ができるよう、防災

連絡協議会総会を開催しました。            （７月８日） 

イ 震災対応能力の更なる向上を図るため、「防災週間」・「防災とボランテ

ィア週間」に、地域や関係機関と連携した泉区災害対策本部運営訓練を

実施しました。                

（９月 15 日、１月：新型コロナウイルス感染症の影響により中止） 

ウ 大規模化、多発化する風水害に備え、土木事務所・警察・消防等と連携

し、風水害対策訓練を実施しました。 

情報受伝達訓練：６月９日 

避難場所開設・運営訓練：６月 29 日   

エ 区職員を対象に、区防災計画等についての研修会を実施しました。 

職員研修：６月１、２日 

初期参集者初動対応研修：中止 

オ 区本部の運営に必要な資機材を整備しました。また、災害用携帯電話・

衛星携帯電話等区本部の資機材の維持管理を行いました。 

（12 月：ポータブル電源整備） 

 

○ 災害時下水直結式仮設トイレ整備事業【環境創造局事業】（６４１，５００＜全市＞）《８９８，７４２》 

災害時のトイレ機能を確保するため、地域防災拠点や応急復旧活動拠点（市区庁舎）で、災害時下水直

結式仮設トイレ（災害用ハマッコトイレ）の整備を行いました。 

設計：いずみ野小学校、東中田小 

整備：中和田小学校、中和田南小学校、伊勢山小学校、泉が丘中学校、いずみ野中学校 

○ 地域防災活動奨励助成金【総務局区配】（２，７６０）《２，５８７》 

地域防災拠点運営委員会連絡協議会に対して、連絡協議会及び地域防災拠点運営委員会が実施する研

修・広報・訓練等の運営経費及び防災資機材の維持管理経費の一部として奨励助成金を交付しました。 

○ 災害対策備蓄事業【総務局事業】（１８５，３８０＜全市＞）《１６４，２２６》 

全拠点で、発電機１台、投光器各３台を取扱いやメンテナンスが容易なものに更新しました。 

○ 横浜防災ライセンス事業【総務局事業】（１，３０３＜全市＞）《１，１２７》 

地域防災拠点の資機材取扱いに関する実践的な講習を実施し、受講した資機材取扱いリーダーが地域

防災拠点での防災活動に参画することで、地域防災力の向上を図りました。      （中和田小：中止） 
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カ 風水害時、指定緊急避難場所に避難した区民が安心して待機できるよ

う、指定緊急避難場所運営資機材を整備しました。 

（１月：ファンヒーター整備） 

 

 

 

 

 

(5) 災害時医療調整・保健活動事業（３９２）《２８１》 

ア 新型コロナウイルス感染症患者数の状況を踏まえ、災害医療連絡会議は 

次年度に延期しました。 

イ 保健師、栄養士等による避難所巡回健康相談活動が適切に行えるよう必 

要な保健、医療用品を備蓄しました。 

ウ 家庭での食料品の回転備蓄の啓発や、災害時の調理方法の工夫などにつ 

いて周知するための講座を食生活等改善推進員と連携しながら実施しま

した。 

 

(6)  災害時ペット対策事業（１８６）《１７７》 

ア 地域防災拠点等に災害時ペット同行避難訓練をはたらきかけ、地域の理 

解を深めました。 

イ 災害時のペット同行避難用品や啓発パネルの展示、パンフレットを活用 

した説明等を行うことで、ペットの飼い主に災害時の備えについて周知し 

ました。 

ウ 地域防災拠点運営委員会に出張講座を行い、災害時のペット同行避難の 

具体的な運営方法等の説明を行うことで円滑な拠点運営を支援しました。 

エ 飼い主啓発用の「災害時のペット手帳」改訂版を発行しました。（９月） 

  

○ 消防団の充実・強化事業【消防局事業】(４，６００) 《４，２７１》 

消防団の災害対応力の向上に向け、器具置場を整備しました。  

（三柱神社入口信号交差点北西側市有地（泉消防団第四分団第１班）） 
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２ 防犯対策推進事業 

（５，４１４） 

《６，０６４》 

【地域振興課】 

 地域・団体・事業者の自主防犯活動を支援するとともに、防犯に関する啓発

活動や講習会等により、区民の防犯意識の向上を図り、安全・安心な泉区を目

指しました。 

 

(1) 地域連携事業（８３２）《１，６３８》 

ア 12 地区連合の防犯担当者、泉警察署、泉防犯協会、区役所で構成する 

地域防犯担当責任者会議を開催し、情報交換や課題解決に向けた検討等 

を行いました。                     （４回） 

イ 振り込め詐欺や還付金等詐欺、その他の犯罪等の未然防止を図るため、

迷惑電話防止装置の配付、メーリングリスト「いずみ安全・安心メール」

の運用・配信等の広報啓発活動を行いました。また、防犯活動の取組等を

紹介するパネル展を実施しました。 

迷惑電話防止機器配付数：719個  

メーリングリスト登録：2,207 人   

ウ 犯罪被害や消費者被害を防ぐため、防犯研修会や消費者対策研修会を実施

しました。 

エ 警察と防犯協定を結び、迷惑電話防止機器を活用した特殊詐欺防止に

向けた取組みを開始しました。    （２月締結（購入実績 350台） 
 

(2) 地域防犯力支援事業（３，２７７）《３，１２８》 

ア 12 地区連合が取り組む自主防犯活動を支援しました。 

イ 自治会町内会に対して、のぼり旗やステッカー等の防犯関連用品を提供

しました。                      （のぼり旗配付数：176 団体 601 枚） 

ウ 泉警察署との連携を強化し、地区連合や自治会町内会等を対象とした防

犯講習会や合同防犯パトロールを実施しました。          （７回） 

エ 愛犬の散歩を活用した「わんわんパトロール隊」の普及を継続し、地域

による防犯活動をきめ細かく展開しました。        

（登録数：新規２頭、累計 933 頭） 

オ 新入学児童用の防犯ブザーの購入に係る費用の一部を助成するととも

に、地域ぐるみで児童・生徒を見守る「こども１１０番の家」の設置を支

援し、プレート等を配付しました。 

（こども 110 番プレート配付数：78 枚） 
 

(3) 地域防犯対策巡回警備事業（１，３０５）《１，２９８》 

青少年の健全育成及び犯罪抑止に向け、日中の時間帯に青色回転灯装着車

による巡回パトロールを実施しました。      （５月～３月：52 日間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ＬＥＤ防犯灯設置事業【市民局事業】 

地域の防犯環境の向上と温暖化対策等を促進するため、ＬＥＤ防犯灯の整備を行いました。 

（電柱共架 12 灯、鋼管ポール１灯） 

○ 地域防犯カメラ設置補助事業【市民局事業】 

犯罪のない安全なまちづくりに向けて、地域の自主的な取組を支援するため、自治会町内会等に対し、

防犯カメラの設置費用の一部を補助しました。                               （３団体４台） 
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３ 交通安全対策推進事業 

（４，６１３） 

《４，６３１》 

【地域振興課】 

 交通事故のない安全な泉区を目指して、地域、関係機関・団体などと連携を

強化し、交通安全キャンペーン活動や子ども・高齢者の事故防止を重点とする

交通安全啓発活動を実施しました。 

 

(1) 泉区交通安全対策協議会運営事業（３９２）《３３０》 

ア 各季の交通安全運動において、区内の交通事故の発生状況を考慮した

交通安全啓発活動を行いました。また、泉区交通安全対策協議会だより

を発行し、活動の取組を紹介しました。 

イ 交通安全協会などの団体が実施する交通安全教室や自転車の乗り方 

教室、啓発活動と連携し、総合的な交通安全対策を展開しました。 

 

(2) 交通安全マナーアップ推進事業（７９６）《６９０》 

ア 小学生を対象とするスローガンコンクールを実施し、児童が交通安全

について考える機会を提供するとともに、最優秀作品を啓発活動に活用

しました。                                      （12 月～１月） 

イ 交通安全と交通事故防止に功労のあった個人・団体、年間交通事故ゼロ

を達成したスクールゾーン対策協議会に表彰を行いました。 （３月） 

 

(3) 子ども交通安全対策事業（３，４２５）《３，６１２》 

ア 各学校の交通安全対策の取組に関する情報交換、意見交換等を行う通  

 学路安全対策連絡会を開催し、様々な活動の取組を支援しました。 

イ スクールゾーン対策協議会や自治会・町内会、関係機関と連携し、児

童などの見守り活動等を支援するとともに、まちの景観保全等に配慮し

た小型公共表示（電柱巻）を設置するなど、通学路の安全対策を図りま

した。 

４ 自転車等放置防止事業 

（４４０） 

《３８１》 

【地域振興課】 

 駅周辺の放置自転車等の抑制を強化するため、自転車等放置防止推進協議会

が行う自転車走行のマナーの向上や自転車等駐車場利用の促進等の啓発活動を

支援しました。また、各協議会の情報共有等を図るため、自転車等放置防止推

進協議会連絡会を開催しました。 

 

  

○ 落書き防止事業【市民局区配】（４０）《４０》 

落書き行為の防止に関する理解と関心を深めるため、広報啓発活動等を行いました。また、落書き消去に

必要な物品を提供する等、自治会町内会や団体等が行う活動を支援しました。 

○ 自転車マナーアップ事業【道路局区配】（１，７３８）《１，４６９》 

自転車等放置禁止区域内にマナーアップ監視員を配置し、自転車等駐車場の適正利用の指導啓発、放置

自転車等へ啓発札の貼付を行いました。また、自転車と歩行者の錯綜が多い駅では、押し歩きへの協力や

ながらスマホ、ヘッドホン着用運転の自粛等を含めた自転車利用者のマナーアップ啓発に取り組みまし

た。 
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５ 「食とくらし」の安全・ 

動物愛護推進事業 

（６８６） 

《６４２》 

【生活衛生課】 

 食中毒予防など「食の安全・安心」やハチの駆除、動物との共生など「くら

しの安全」に対する高い関心に応えるため、関係団体と協働して普及啓発や支

援を行いました。さらに、食品取扱施設、社会福祉施設等の衛生管理向上のた

めに「食とくらし」の安全を支援しました。 
 

(1) 食とくらしの安全・安心サポート事業（３３０）《３２５》 

ア 泉区食品衛生協会と協力し「食中毒予防キャンペーン」を開催しまし 

た。                          （11 月） 

イ 食中毒予防を中心に保育園・高齢者福祉施設への立入調査を実施し、衛 

生的な管理運営の支援を行いました。 

ウ 地域のお祭りなどのイベントにおける食中毒を予防するため、模擬店 

等食品提供に関する指導を随時行いました。 

エ 食中毒の発生しやすい時期やノロウイルス食中毒警戒情報の発令時に 

ホームページ等を活用した注意喚起を実施しました。 

オ 区内飲食店等からの食中毒発生を予防するため、HACCP
ハ サ ッ プ

の導入支援の講 

習会などを実施し、HACCP の取組を推し進めていきました。 
 

(2) ハチの自主駆除支援事業（５０）《４３》 

ア 区民からの駆除・相談に対し、電話による相談対応や現地での助言を行 

いました。また、安全に駆除するための駆除用機材や防護服セットの貸

出を行いました。 

イ ハチの巣早期発見・早期駆除とアシナガバチの巣の自主駆除を普及す

るため、広報への掲載や区役所窓口及び関係団体等で啓発リーフレットを 

配布し、より広く区民へ啓発しました。 
 

(3) 犬や猫の適正飼育普及啓発事業（２６１）《２３８》 

ア 散歩での糞尿被害や鳴き声など犬の苦情を軽減するため、窓口に事務

手続きに来た飼い主に対し、犬の適正飼育等のチラシを配布し、普及啓発

を行いました。 

イ 飼い主のマナー向上のため、｢犬の飼い方教室｣を開催し、適正飼育及

び災害時の備えについて普及啓発を行いました。      （12 月７日） 

ウ 飼い主のいない猫の問題に対して、啓発パンフレットの活用や地域で

の説明会等の実施により、地域猫活動を推進しました。 

  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

(4) 蚊媒介感染症防止啓発事業（４５）《３６》 

ア 蚊に刺されない対策と蚊の発生源を減らすため、区役所窓口や関係団

体等で啓発リーフレットを配布し、より広く区民に啓発しました。 

イ 地域からの要請に基づき啓発リーフレットを配布しました。 

エ 動物愛護週間に合わせて、 

保育園児が描く｢どうぶつ絵画 

展｣を開催し、動物愛護に関する

啓発を図りました。 

（９月 21～27 日） 
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６ 区役所環境向上事業 

（１２，２０４） 

《２０，９０２》 

【総務課】 

【戸籍課】 

【税務課】 

 区庁舎の環境整備・窓口サービス向上を通じ、区民が快適で利用しやすい区

役所の実現に取り組みました。 

 

(1) 区庁舎等の環境整備（５，４８０）《１５，２０６》 

区庁舎及び区民が利用する施設等において安全性、利便性、快適性を確

保するため、設備改修等の環境整備を行いました。 

ア 換気対策のための窓の改修            （９月～10 月） 

イ ウェブ会議室用 Wi-Fi の整備               （２月） 

ウ 庁舎タイル張替え                   （３月） 

エ 区役所及び土木事務所消毒作業             （３月） 

オ 電灯のＬＥＤ化                                       （３月） 

カ 授乳室のリニューアル                 （３月） 

キ 感染症対策物品の購入                 （通年） 

 

(2) 戸籍課窓口サービス向上 ＜新規＞（１６５）《１９５》 

戸籍課窓口の混雑具合をリアルタイムで確認できるよう、受付状況をパ

ソコンや携帯電話へ配信するサービスを提供しました。 

 

(3) 人権啓発講演会・窓口応対職員研修（８９４）《８６３》 

区民を対象とした人権啓発講演会を実施しました。      

 （11 月 24 日：70 人、動画配信：12 月 27 日～） 

また、区民サービス向上を目的とする、職員を対象とした研修を実施し 

ました。    （10 月１日：18 人、動画配信：11 月２日～３月 31 日） 

 

(4) 税務申告窓口サービス向上（７０６）《４５７》 

確定申告時に税理士等による医療費控除の申告相談を実施するととも

に、来庁者の円滑な誘導のため窓口案内を行いました。 

（実施期間：２月 16 日～３月 15 日） 

  

(5) 区役所利用者一時託児（４，９５９）《４，１８０》 

乳幼児を連れた区役所利用者へのサポートとして、区役所１階で一時託

児を実施しました。   （開設：週５日、９～17時、利用：1,047 人） 

 

 

 

○ 区庁舎等の環境改善事業【市民局区配事業】（８００）《８，７０１》 

区役所４階未利用スペースについて、執務室等の活用に向けた基本設計・実施設計を行いました。 

授乳室のリニューアル 
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７ 区民相談事業 

（１，２９０） 

《１，２４２》 

【区政推進課】 

 泉区内に居住する日本語による意思疎通が困難な外国籍等区民の生活を支援

するため、生活相談や翻訳を実施しました。 

(1) 泉区外国籍等区民相談事業（１，２９０）《１，２４２》 

ア 中国語相談                      （週１回） 

イ ベトナム語等相談                   （週１回） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 道路整備事業【道路局区配・局事業】 

都市計画道路中田さちが丘線の周辺道路の再整備工事及び権太坂和泉線（名瀬・岡津地区）の用地取得を

進めました。 

宮沢306号線等、区内６箇所の道路整備事業について、用地取得及び道路整備工事等に向けた準備を進め 

ました。 

○ 下水道整備事業【環境創造局事業】 

地域防災拠点（葛野小学校、領家中学校）の流末管渠
りゅうまつかんきょ

耐震化工事を行いました。 

和泉が丘地区、上飯田地区の浸水対策を進めるとともに、和泉中央北二丁目周辺等の浸水対策として、中

和田雨水幹線の整備工事に着手しました。 

○ 公園再整備・施設改良工事【環境創造局区配】 

中田第九公園で再整備工事を進めたほか、上飯田公園など区内の７公園で施設改良工事を行いました。 

○ 市民相談事業【統合事業費】（１，８０５）《１，８０３》 

区民が抱える問題の解決を支援するため、特別相談（法律・公証・交通事故・行政・行政書士）を実施

しました。 

○ 河川改修事業【道路局区配・局事業】 

和泉川においては、昨年に引き続き左岸側の管理用通路の舗装工事を行いました。阿久和川においては、

橋際橋の架け替えを進めました。 
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施策４ ささえあおう！健やかなまち（８事業） 

予算額（１５，０５６） 

決算額《１４，４２８》 

事 業 項 目 事 業 概 要 

１ 泉区地域福祉保健計画推進事業 

 

（２，９５１） 

《３，８９５》 

【福祉保健課】 

 地域の課題を地域で解決し、地域の支え合いによって誰もが安心して暮らせ

るまちを目指す「第４期泉区地域福祉保健計画」（計画期間：令和３年度から

令和７年度まで）を策定し、区社会福祉協議会、地区社会福祉協議会、地域ケ

アプラザ、関係機関等と協働して、具体的な取組を進めました。また、泉区で

は第４期計画から、地域包括ケアシステムの構築に向けた泉区アクションプラ

ンと一体的な計画としました。 
 

(1) 区計画の推進（２３１）《９８》 

地域共生社会の実現のため、泉区の福祉・保健・医療・地域・行政等の

連携強化等を目的とした地域福祉保健推進協議会を開催しました。また、

分科会として地域福祉保健計画策定・推進検討会を開催し、第４期区計画

の検討や、策定した計画の推進を行いました。 

（推進協議会：６月４日、１月 13 日） 
 

(2) 第４期計画策定（１，３６０）《１，０７７》 

第４期泉区地域福祉保健計画を策定し、計画冊子及び概要版リーフレッ

トを発行しました。               （計画公表：８月２日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 第４期計画周知・啓発 ＜拡充＞（１，３６０）《２，７２０》 

策定した第４期泉区地域福祉保健計画について、ホームページ等におけ

るプロモーション動画の放映や、推進キャラクターをデザインした啓発グ

ッズ等を活用し、区民に対する周知・啓発を行いました。なお、２月を

「推進月間」と位置づけ、重点的に取り組みました。                  

周知・啓発用動画公開：８月 10 日 

推進イベント開催：２月 22 日、24 日  

バス車内での計画ＰＲ動画放映：２月  

重点 

○ 元気な地域づくり推進事業【市民局区配】（６２５）《６２６》 

12 地区ごとの地区別計画をさらに推進していくため、単年度の行動計画を記載した各地区のアクショ

ンプランを発行しました。また、地域福祉保健計画に関する地域や関係機関の取組を発表する推進イベ

ントを開催しました。 

○ 第４期地域福祉保健計画策定事業【健康福祉局区配】（５９０）《５９０》 

泉わくわくプラン（第４期泉区地域福祉保健計画）を策定しました。また、12 地区の地区別計画を 

それぞれの地区において全戸配付しました。               （全戸配付：５月～７月） 

← 泉わくわくプラン（表紙） 

← 推進キャラクター 

  いずちゃん 

啓発グッズ（エコバッグ、手ぬぐい、 

ふせんノート、マグネットステッカー） 
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２ 泉区地域包括ケア推進事業 

 

（１，５３５） 

《１，７３８》 

【高齢・障害支援課】 

 団塊の世代が 75 歳を迎える 2025 年に向けて、平成 29 年度に策定した「泉

区行動指針」を、第４期泉区地域福祉保健計画と一体的な計画として整理・改

定し、横浜型地域包括ケアシステムの構築に向けた「泉区アクションプラン」

としてまとめました。これに基づき、関係機関と連携しながら各事業を推進し

ました。 
 

(1) 認知症等地域支援事業 ＜新規＞（７５０）《６７７》 

認知症の人やその家族が自分らしく生活していくために、ＶＲ機器を用い

た研修を通じて、区民の主体的な意識を醸成し、地域全体の理解へ繋げまし

た。また、看取りのあり方など、超高齢社会に向けて避けては通れない課題

についても研修を実施しました。 

認知症ＶＲ：11 月 17 日（支援者向け研修）43 人参加 

３月７日（区民向け研修）23 人参加 

看取りのＶＲ：３月 17 日（支援者向け）31 人参加 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

(2) 地域包括ケア普及啓発事業（４４０）《７４９》 

泉サポートプロジェクトの一環として、移動に困難を抱える方の支援策と

して移動販売等の取組を進めました。また、地域包括ケア推進に向けた啓発

物品を活用し、区民の地域包括ケアへの関心を高めるとともに、支援者に対

しては研修を実施し、人材育成を行いました。 

地域包括ケアシステム構築のための人材育成研修： 

６月 21 日、55 人参加（うち Zoom17 人） 

いちょう団地移動販売出発式：８月５日 

地域包括ケア啓発物品の作成：クリアファイル 400 部、エコバック 350 枚、

バンダナ 160 枚 

 

重点 

○ 認知症支援事業【健康福祉局区配】（２７８）《１２６》 

認知症になっても、周囲の理解や見守り、家族を支えることにより、住み慣れた地域で暮らし続けること

ができるよう、認知症に関する普及啓発、相談、緊急対応事業を行いました。 

○ 地域づくり型介護予防事業【健康福祉局区配】（１，３３７）《１，０６５》 

元気なうちから介護予防に取り組む地域づくりを目指し、講演会や広報等による啓発活動を実施しまし

た。また、地域で高齢者の自主的な介護予防活動が継続的に行われるよう、地域の人材育成や関係機関との

連携を図り活動を支援しました。 

ＶＲ研修の様子 

エコバッグ、バンダナ、

クリアファイル 
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(3) 多職種のための情報連携支援事業（２００）《２５５》 

高齢者が安心して在宅療養ができるよう、医療・介護関係者に必要な情報

をお薬手帳と一緒に持ち歩ける情報共有ツール「私のおぼえがき」について

普及啓発を進めました。 

在宅医療・介護連携情報共有ツール「私のおぼえがき」（4,780 冊）、 

「私のおぼえがき」チラシ（4,070 枚）  

(4) 緊急時の支援（９５）《４４》 

親族からの支援が望めない高齢者等の緊急入院・入所の際の移送費や日

用品の確保、支給を行いました。 

 

(5) 高齢者社会参加支援（５０）《１５》 

老人クラブ活動の活性化や交流を促進するため、功労者表彰等を支援しま

した。              （送付による表彰 45 人：６月 30 日） 

３ 和泉川健康みちづくり事業 

（１，０６５） 

《３９１》 

【福祉保健課】 

【高齢・障害支援課】 

区民が日常生活の中で自身の健康づくりに興味、関心を持って楽しみながら

運動やウォーキング等ができるよう、和泉川沿いに整備した遊歩道を活用した

介護予防・健康づくりの取組を進めました。 

 

(1)  和泉川健康みちづくり事業（１，０６５）《３９１》 

区民の介護予防・健康づくりの場として活用してもらうため、コースガイ

ドマップを活用したウォーキング講座の開催や、和泉川健康のみち利便性向

上のためのルート表示等を作成しました。 

（ウォーキング講座：３回（１月３日、２月 17 日、３月５日）計 217 人） 

 

○ 地域包括ケア推進事業【健康福祉局区配】（５００）《６６９》 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、泉区行動指針を改定し、泉区アクションプランを策定しました。

泉区アクションプランは第４期泉区地域福祉保健計画と連携を深め、一体的な計画としました。 

「水と緑を楽しむ和泉川健康のみち ウォーキングマップ」 
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４ 健康づくり活動支援事業 

（２，６１０） 

《２，０３９》 

【福祉保健課】 

 運動習慣の定着、食習慣の改善を目的に、保健活動推進員や食生活等改善推

進員、関係機関と連携して健康づくりの活動を支援するとともに、活動を通じ

て、健康に対する意識向上や地域での仲間づくりなどを進めました。また、が

んの予防及び検診の啓発に取り組みました。 

 

(1) 健康づくり推進事業（６５）《１》 

働き・子育て世代などを対象に、生活習慣病予防のための運動、ウォー

キング、食事における栄養、歯科予防等を取り入れた健康づくり講座を参

加しやすい日時で実施しました。                       

（講座：２回（10 月９日、12 月 11 日）計 14 人） 

 

(2) 食習慣の改善事業 ＜拡充＞（７０４）《３９８》 

ア 生活習慣病の予防のための食事相談を行いました。 

イ 食生活等改善推進員会の協力を得ながら、食生活改善講習会等を開催し

ました。                            （10 月～３月：４回、計 84 人） 

 

(3) がん検診啓発事業（４０）《７０》 

働き・子育て世代から高齢者を対象に、健康づくりイベントや地域のイ

ベントにおいて、様々ながんの予防及び検診の啓発を実施しました。 

 

(4) 乳幼児健診時の保護者への健康づくり事業（１，３８１）《１，２９０》 

ア ４か月児健診の保護者等を対象に、自身の口腔ケアとむし歯菌の母子

感染予防を目的に、個別相談・指導を実施しました。   （月２回） 

イ ３歳児健診の保護者等を対象に、自身の食生活改善相談や骨密度測定

を実施しました。                   （月２回） 

ウ ３歳児健診の母親等を対象に、乳がんの自己触診方法の体験や乳がん、

子宮がん等の予防及び検診の啓発を行いました。     （月２回） 

 

(5) 生活習慣改善啓発事業（４２０）《２８０》 

ア 生活改善啓発・健康づくり啓発動画を作成し、ウェブ配信を実施する

ほか、保健活動推進員、食生活等改善推進員と連携し、相談・健康測

定・パネル展示等を実施しました。 

健康アップフェスティバル：６月３日 

啓発用動画視聴回数：6,017 回 

イ 区庁舎１階に常設している健康づくり情報コーナー「チョコット立ち

寄り健康チェック」で時季やトピックスにあわせた健康づくり情報の展

示と啓発を行いました。 

  

○ 地域で活動する健康づくり団体への支援【健康福祉局区配】（２２３）《１３４》 

 ・保健活動推進員や食生活等改善推進員（ヘルスメイト）に対して、活動をサポートしながら共同して  

区の健康づくり事業や地域イベントでの健康啓発を実施しました。 

 ・食生活等改善推進員養成講座において、地域活動に向けたリーダー育成を実施しました。 
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５ 障害児・者社会参加促進支援事業 

（１，３８１） 

《１，２７６》 

【高齢・障害支援課】 

 障害の有無にかかわらず、誰もが地域で安心して生活できるよう、当事

者・地域・行政が協働し、障害理解の啓発活動を行いました。また、区内の障

害福祉事業所の連携強化を促進し、障害者の自立と社会参加の促進を図るとと

もに、難病患者とその家族を支援しました。 
 

(1) 泉ふれあいシールラリー ＜新規＞（１，０１２）《１，０１２》 

障害のある方と区民の方の交流と相互理解を深めるため、障害福祉事業

所をめぐるシールラリーを開催しました。   

（11 月 10 日～12 月 10 日開催、28 事業所参加） 

 
 

(2) 自主製品等販売活動支援（３２９）《２４７》 

ア 区総合庁舎区民ホールにおける障害福祉事業所による自主製品等の販

売活動を支援しました。           （12 事業所、週５日） 

イ 横浜市営地下鉄戸塚駅及び立場駅構内で区内の障害福祉事業所による

泉区産農作物や自主製品等の販売活動を支援しました。 

戸塚駅３事業所週２回→年間通して休止  

立場駅９事業所週２回→４月 1回開催後休止  
 

(3) 難病支援（４０）《１８》 

難病患者とその家族を対象とする交流会の開催を支援しました。  

（７月・10月・11 月・12 月開催（５月・６月・９月中止）） 

 

 

 

 

 

○ 健康横浜 21 推進事業【健康福祉局区配】（１，８０２）《６３０》 

健康増進計画である健康横浜 21 に基づき、受動喫煙防止の啓発強化、糖尿病等の重症化予防及び生活

習慣の改善の取組、歯科口腔保健関係事業を行うとともに、がん検診・特定健診の普及を進めました。 

○ 感染症対策事業【健康福祉局区配】（４,０４７）《３，１４２》 

・区内の結核の患者及び家族に対する支援及び接触者健診の実施や、区内の学校・施設等で感染性胃腸

炎などが発生した際に感染拡大防止のための保健指導等を行いました。 

・高齢・障害施設や保育所等の福祉施設で感染症が発生した際に適切な対応ができるよう、施設者向け

研修会を開催しました。 

○ 障害理解のための普及・啓発活動【健康福祉局区配】（１５０）《９７》 

障害理解のための普及・啓発活動として、泉区社会福祉協議会が主催、泉区障害福祉自立支援協議会が

共催する「福祉の作品展」（12 月）の支援の他、泉区障害福祉事業所マップの記載内容を更新しました。 

シールとマップ 参加賞 
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６ いずみっこ子育て支援事業 

（１，９７９） 

《１，６７３》 

【こども家庭支援課】 

 地域から孤立せず、安心して出産・子育てできる環境づくりに向け、妊娠期

から乳幼児期、就学後の学齢期まで切れ目のない支援を行いました。 

 

(1)  パパ・ママ子育て支援事業（１，０９６）《９８２》 

ア いいＫＡＧＥＮ
か げ ん

な子育てプレクラス 

   妊婦編：妊婦の健康づくりと出産に向けた呼吸法、妊婦疑似体験、親に

なる心構え等についての講義を実施しました。 

 （１コース３回：12 コース：741 人） 

産後編：妊娠期からの切れ目のない支援として、育児不安等への相談や

参加者同士が育児状況の共有を行いました。また、妊婦編参加

者とのふれあいの時間を設け育児のイメージ化を図りました。 

（12 回:188 人） 

研 修：従事者スキルアップの研修を実施しました。 

（４月 13 日・５月６日） 

イ 赤ちゃん教室 

    初めての育児を行う養育者を対象に、育児相談や健康教育（離乳食・

虫歯予防、事故予防等）、仲間づくりをすすめ、地域の子育て支援の場

につなげます。地域住民が運営協力者として従事し、連絡会で資質向上

や地域の見守り活動の充実を図りました。    （80 回: 1,251 人） 
 

(2)  乳幼児健診等保育サポート事業（１５４）《１４９》 

乳幼児健診にて複数の子どもを連れた養育者が落ち着いた環境で安心して

受診できるように、保育ボランティアを配置しサポートしました。（48 回） 
 

(3)  子ども・家庭支援相談普及啓発事業（１１０）《１０３》 

乳幼児期から学齢期までの相談窓口である「子ども・家庭支援相談」に

ついて、リーフレットを作成しました。           （４月） 

保育園・幼稚園・小中学校等へ配布するとともに区役所ホームページ等

を活用し、広く区民にＰＲしました。 
 

(4)  子育て支援情報提供事業 ＜新規＞（６１９）《４３８》 

子育てしやすいまちづくりの推進のため、赤ちゃん教室などの区役所事

業や子育てサロンなど地域・関係機関の情報に加え、親子で出かけられる

民間社会資源の情報も含めた子育て支援の総合的なガイドブックを地域子

育て支援拠点との協働により作成しました。         （11 月） 

また、子育て支援に関しての情報発信をウェブサイトで行いました。 

「ちょこっとマップ」表紙 地図面 
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○ こんにちは赤ちゃん訪問事業【こども青少年局区配】(８６７) 《８４２》 

子育ての孤立を防ぐため、生後４か月までの赤ちゃんのいるすべての家庭を地域の訪問員が区役所と

連携して訪問し、育児情報の提供等を行いました。                     （946 件） 

○ 子育て支援者事業【こども青少年局区配】（３，０７２）《２，９２３》 

 保護者が子育ての不安を軽減・解消し、安心して子育てできる環境をつくることを目指し、地区セン

ターや地域ケアプラザ等の身近な施設で、地域の身近な子育ての先輩である「子育て支援者」が親子の

交流促進や、相談に応じました。                            （384 回） 

○ 地域子育て支援拠点事業【こども青少年局区配】（４４，８３５）《４４，７９３》 

就学前の子どもとその保護者に遊びや交流するスペースを提供するとともに、子育て相談、子育て

情報の提供などを実施しました。また、地域の子育て支援ネットワークの推進、人材育成、子育てサ

ロン・親子サークルの支援等も実施しました。 

○ 横浜子育てサポートシステム事業【こども青少年局区配】（１０，２０９）《１０，２０８》 

地域の中で子どもを預け、預かることで人と人のつながりを広げ、地域ぐるみの子育て支援を目指し 

ました。 
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７ 妊娠期から子育て期まで

切れ目のない支援充実事業 

（２，２６６） 

《２，３５９》 

【こども家庭支援課】 

子どもと養育者が安心して地域社会で生活ができるよう、妊娠期から子育て

期まで切れ目のない支援を充実し、児童虐待の予防から発生時の迅速な対応と

的確な支援をするとともに、地域での見守り支援の仕組を構築しました。 

 

(1)  子ども虐待予防事業（１，７６４）《１，６６０》 

ア 子どもの障害やひとり親家庭・生活困窮等の課題に対応するため、個

別の専門相談を実施し、障害サービスやひとり親支援の適切な社会資源

の利用により、児童虐待の発生予防を推進しました。        （89 回） 

イ 児童福祉法改正に基づき、体罰によらない子育ての具体的な育児場面 

での対応を養育者向けにホームページで周知しました。      （12 月） 

さらに、支援者向けに養育者への助言や啓発ができるよう研修会を実

施しました。                    （10 月 26 日） 

 

(2)  地域の子育て支援力向上事業（５０２）《６９８》 

地域住民による子育て支援への参画や活性化によって、孤立しない子育

てができる地域づくりを目指し、身近な場で安心して相談ができる人材を

増やし、地域の子育て支援活動を推進しました。 

ア 子育てしやすいまちづくりについての検討会の実施    

（検討会：７月 21 日、12 月３日） 

イ 子育て応援サポーターのフォローアップと新規育成      

新規育成研修：３月 29 日 

連絡会：６月 24 日、12 月１日 

フォローアップ研修：３月 25 日 

ウ 子育て応援マークの作成                  

３月 作成数：1,300 個 

配布場所：区役所、地域子育て支援拠点、子育て支援者会場（８会場） 

 

  

子育て応援マーク 周知用リーフレット 
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○ 母子保健コーディネーターの配置【こども青少年局区配】（１７９）《１３２》 

母子保健コーディネーターを全区の福祉保健センターに配置し、主に妊娠届出時から産後４か月まで

の継続した相談対応や母子保健のサービスの利用紹介等を行うことで、妊婦や養育者の不安や負担の軽

減を図り、横浜市版子育て世代包括支援センターとしての支援を充実しました。 

（母子手帳面接数：990 人 母子保健コーディネーター面接数：585 人） 

○ 児童虐待防止啓発地域連携事業【こども青少年局区配】（４４８）《１８３》 

・未就園児等の把握：保育所や幼稚園等への所属がなく、福祉サービス等の利用がない子どもの安全確

認、安全確保を図りました。 

・専門性強化の取組、要保護児童対策地域協議会実務者会議：地域における支援体制の維持・向上を図

るため、区内関係機関の代表者が参加する実務者会議、職員及び関係機関向け研修を実施しました。 

 実務者会議：５月 27 日 

エリア別会議：7月 15 日（中田・しらゆり地区）、11 月８日（上飯田地区） 

 ・広報・啓発：「横浜市子供を虐待から守る条例」に基づき、11 月の児童虐待防止月間及び毎月５日の子

供虐待防止推進の日を中心に、関係機関等と連携した広報・啓発事業を実施しました。  

○ ファミリーサポートクラス【こども青少年局区配】（３２７）《２９６》 

乳幼児健診等を通じて把握した不適切な養育のおそれのある養育者に対しグループミーティングを

行い、育児不安を解消し、児童虐待予防を図りました。                    （12 回） 
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８ 保育施設・幼稚園等との協働 

による子育て支援推進事業 

（１，２６９） 

《１，０５７》 

【こども家庭支援課】 

 保育施設・幼稚園等と協働して情報発信を行うとともに、地域子育て支援を

進めました。また、保育ニーズへの丁寧な対応や関係者の協力により事業を進

めることで待機児童ゼロの継続につなげていきました。 
 

(1)  保育施設・幼稚園協働による保育施設ＰＲ事業（３５５）《３７８》 

保育施設・幼稚園・地域子育て支援拠点と協働し、区内育児支援情報を

提供するため、保育施設・幼稚園の紹介のためのパネル展示等による「い

ずみっこひろば」を開催しました。              

９月６日～10 日 

参加施設数：52 施設（保育・教育施設 51、地域子育て支援拠点１） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2)  保育園地域支援事業（２５８）《１１２》 

和泉保育園において子育て世帯を対象に親子の居場所を提供し、その中 

で参加者向けに育児講座を行いました。            （17 回） 
                      

(3)  職場復帰講座（９６）《４５》 

育児休業等から職場復帰を希望する子育て家庭向けに、復帰する際に直

面する課題や解決方法等について講座は、新型コロナウイルス感染拡大を

踏まえ中止とし、代替として職場復帰をした先輩パパ・ママの体験談をホ

ームページに掲載しました。                    （３月） 
 

(4)  保育サービス等の情報発信（５６０）《５２２》 

保育施設・幼稚園紹介のウェブサイトや冊子で様々な情報を発信すると

ともに、保育・教育コンシェルジュによる出張相談等を行い、多様な保育

ニーズに対応しました。            （冊子の発行：８月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 乳幼児一時預かり事業【こども青少年局事業】（４３２，２５２＜全市＞）《３９４，４６１》 

理由を問わず一時的に子どもを預かることにより、子育てに伴う身体的・精神的な負担軽減と、多様

な働き方に応じた保育ニーズを充実させるため、認可外保育施設等に併設して、一時預かり事業を実施

しました。 

（令和３年４月開設：鳩の森愛の詩ともとものおうちいずみ中央（定員：９人）和泉中央南五丁目） 

○ 私立幼稚園２歳児受入れ推進事業【こども青少年局事業】（１０７，６６２＜全市＞）《４９，２６８》 

保育を必要とする２歳児を対象に、幼稚園の教育・保育資源を活用した長時間の受入れを８区でモデ

ル実施しました。         （令和３年４月開始：英明幼稚園（定員７人）和泉中央南三丁目） 

いずみっこひろばの様子 
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○ 子ども・子育て支援新制度における保育・教育の実施等【こども青少年局区配】 

（８１，０７３）《７６，６０４》 

 子ども・子育て支援法に基づき、「教育・保育給付」の支給認定を受けた子どもに対する保育・教育を

実施しました（保育所、認定こども園、小規模保育事業等）。なお、３歳児から５歳児の子ども及び市民

税非課税世帯の０歳児から２歳児の子どもは、利用料が無償となりました。 

  また、保育・教育コンシェルジュを２名配置し、適切な保育・教育につなげるための支援等を行い       

ました。 

 
○ 福祉保健活動拠点運営事業【健康福祉局区配】（３６，４４１）《３５，８４０》

地域における市民の自主的な福祉保健活動のための場である福祉保健活動拠点の管理・運営を行いました。 

○ 地域ケアプラザ運営事業【健康福祉局区配】（１４１，１３９）《１３９，５９４》 

地域における福祉保健の活動拠点として、地域ケアプラザの管理・運営を行いました。 

○ 地域包括支援センター運営事業【健康福祉局区配】（１９９，６２８）《１７９，８３７》 

地域ケアプラザにおいて、介護予防ケアマネジメントをはじめ、福祉保健サービス等の総合的な利用の

相談・調整等を行う地域包括支援センターを運営しました。 

○ 生活支援体制整備事業【健康福祉局事業】（４０，５９６）《４０，５９６》 

地域包括ケアシステムの構築に向け、区社会福祉協議会・地域ケアプラザに配置された「生活支援コー

ディネーター」が中心となり、多様な主体による高齢者の生活支援・介護予防の体制整備に向けた取組を進

めました。 

○ 介護予防・生活支援サービス補助事業（サービスＢ）【健康福祉局事業】 

ボランティアを始めとした地域住民の方々が、要支援者等の方に向けた介護予防・生活支援の活動を行

う場合に、その活動に係る費用に対して、補助金を交付しました。 

○ 生活保護事業【健康福祉局区配・局事業】（２，８８１，０６８）《２，８１７，４０８》 

生活保護法に基づいた、被保護者に対する生活保護費の支給を行いました。（2,350 世帯（3,071 人） 

○ 生活困窮者自立支援事業【健康福祉局区配・局事業】（１００，７０３）《１８，７１９》 

生活困窮者自立支援法に基づき、生活保護に至る前の段階から自立に向けた包括的な相談支援を実施し

ました。                                    （相談：延べ 640 人） 

○ 松風学園再整備事業【健康福祉局事業】（１，７９０，９２０＜全市＞）《１，４２２，９７７》 

  入居者の居住環境改善のため、新居住棟の建設工事に着手しました。 

  また、同園敷地の民設入所施設の工事を完了しました。 

○ 在宅医療連携拠点事業【医療局事業】（３９６，２９０＜全市＞）《３５４,０１３》 

市民が安心して在宅医療・介護を受けられるよう、区医師会と協力して在宅医療連携拠点を運営しました。

患者家族や病院からの相談業務のほか、在宅医療に関する市民向け講演会、医師向け研修を行いました。 
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○ 高齢者用市営住宅等生活援助員派遣事業【健康福祉局事業】 

（４３５,３８０＜全市＞）《４３１,７７８》 

高齢者用市営住宅等の入居者の在宅生活を支援するため、生活援助員を派遣し、生活相談、安否確認及び

緊急時対応などを行いました。また、高齢化率が高く福祉的対応が必要な一般公営住宅（泉区では上飯田団

地にて平成 31 年４月から事業開始）に生活援助員を派遣していました。 

○ 学校・家庭・地域連携事業【統合事業費】（８９５）《８４５》 

中学校区単位で学校・保護者・自治会町内会等の各種団体で組織する、学校・家庭・地域連携事業実行委

員会の青少年健全育成事業の実施や運営を支援しました。 

○ 放課後キッズクラブ事業【こども青少年局区配】（３０１，９３０）《３３８，４７６》 

区内の放課後キッズクラブ（16 か所）で、学校施設等を活用し、全ての子どもを対象とした「遊びの場」

と留守家庭児童を対象とした「生活の場」を兼ね備えた、安全・安心な放課後の居場所を提供するととも

に、児童の健全な育成を行いました。 

○ 放課後児童クラブ事業【こども青少年局区配】（１３２，７９９）《１３３，０５０》 

区内の放課後児童クラブ（11 か所）で、地域の理解と協力のもと、保護者の就労等により留守家庭とな

る、児童の遊び及び生活を通じた健全育成を行いました。 

○ 寄り添い型生活・学習支援事業【こども青少年局・健康福祉局区配】（２４，９８２）《２２，６７６》 

生活保護世帯及び経済的困窮状態にある世帯の小中学生に対する生活・学習支援を実施します。また、高

校に行っていない子どもを含めた高校生世代に対し、将来の選択肢の幅を広げるための情報提供等の支援

を実施しました。 

・生活支援事業：小中学生を対象に、区内１か所で実施   利用者１人あたり週２回 

利用登録者 25 人、延利用者 976 人 

・学習支援事業：高校進学を希望する中学生及び高校生世代を対象に、区内２か所で実施 

利用者１人あたり週２回 

利用登録者 41 人、延利用者 1,235 人 

○ 小中一貫校整備事業【教育委員会事務局事業】（２，３９２，１９９）＜全市＞《２，１７８、３１６》 

緑園義務教育学校の開校に向けた工事を進めました。            （令和４年４月開校） 

○ 地域ユースプラザ事業【こども青少年局事業】（３，１３７＜全市＞）《３，１３７》 

地域ユースプラザの職員を定期的に派遣し、区役所におけるひきこもり等の困難を抱える若者の専門相

談の窓口を設置しました。また、区民を対象に、支援につながっていないひきこもりの方を支援につなげ

るため、ひきこもり等の困難を抱える若者・家族若者支援セミナー・相談会を実施しました。  （９月） 

○ 就労困難な若者の社会参加促進事業【健康福祉局区配】（８０７）《６７３》 

不登校やひきこもり等の経験をもつ就労困難な生活保護受給中の若者及び生活困窮の若者を対象に、  

個別相談及び地域の社会資源を活用した社会参加促進プログラム事業を実施しました。 

（利用者 15 人、延利用者 88 人） 
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令和４年度泉区予算総括表

（単位:千円）

令和４年度（Ａ） 令和３年度（B） 差引（Ａ）-（Ｂ） 備  考

179

(0.19%) 　

△ 70

(△0.18%)

△ 2,342

(△0.38%)

△ 2,233

(△0.3%)

（単位:千円）

令和４年度（Ａ） 令和３年度（B） 差引（Ａ）-（Ｂ） 主な事業

1,303
(6.19%)

△ 1,746
(△6.61%)

2,063
(6.25%)

△ 1,441
(△9.57%)

179

(0.19%)

（単位:千円）

令和４年度（Ａ） 令和３年度（B） 差引（Ａ）-（Ｂ） 備  考

△ 66
(△0.3%)

△ 4
(△0.02%)

△ 70

(△0.18%)

（単位:千円）

令和４年度（Ａ） 令和３年度（B） 差引（Ａ）-（Ｂ） 備  考

△ 3,060
(△2.07%)

△ 85
(△1.19%)

345
(0.91%)

1,267 地区センター（４か所）
(0.84%) 集会所（しらゆり）

0 こどもログハウス（いずみ台公園）
(-)

0 区民文化センター（テアトルフォンテ）
(-)

△ 120 老人福祉センター（泉寿荘）
(△0.31%)

△ 619 コミュニティハウス（８か所）
(△0.93%)

△ 70 スポーツセンター（泉スポーツセンター）
(△0.16%)

0 子供の遊び場（７か所）
(-) 町のはらっぱ（６か所）、スポーツ広場（１か所）

0
(-)

△ 2,342

(△0.38%)

統合事務事業費 38,631 38,701

１　区分別総括表

自主企画事業費 95,698 95,519

区庁舎・区民利用施設管理費 615,740 618,082

計 750,069 752,302

２　内訳
（１）自主企画事業費

区　分

１　とどけよう！　いずみの魅力 22,356 21,053

・定住・転入促進事業【重点】
・いずみ文化振興事業
・農を生かしたまちづくり事業
・広報事業

2　はぐくもう！　地域の力 24,651 26,397

・地域力支援事業【重点】
・地域を支えるICT活用推進事業
・商店街振興支援事業
・脱炭素化推進事業

3　まもろう！　暮らしの安全・安心 35,076 33,013

計 95,698 95,519

・防災対策事業【重点】
・防犯対策推進事業
・交通安全対策推進事業

４　ささえあおう！　健やかなまち 13,615 15,056

・泉わくわくプラン推進事業
・泉区地域包括ケア推進事業【重点】
・障害児・者社会参加促進支援事業
・妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援充実事業【重点】

（２）統合事務事業費

区　分

１　統合事務費 22,015 22,081 生活保護や戸籍・住民登録等に係る事務費

２　統合事業費 16,616 16,620 広報よこはま泉区版の発行や市民相談、各種委員の活動費

計 38,631 38,701

（３）区庁舎・区民利用施設管理費

区　分

１　区庁舎等 144,818 147,878

２　土木事務所 7,047 7,132

３　公会堂 38,173 37,828

４　地区センター等 152,292 151,025

５　ログハウス 8,591 8,591

６　区民文化センター 105,224 105,224

７　老人福祉センター等 38,280 38,400

８　コミュニティハウス 66,106 66,725

９　スポーツセンター 44,000 44,070

10　広場・遊び場 1,209 1,209

11　区庁舎・区民利用施設修繕費 10,000 10,000

計 615,740 618,082

 1
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令和４年度 泉区個性ある区づくり推進費自主企画事業 執行状況 

施策１ とどけよう！ いずみの魅力（６事業） 

２２，３５６千円（Ｒ３年度２１，０５３千円） 

１ 定住・転入促進事業 重点 Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

区政推進課 ７，５１２千円 ５，９５０千円 

相鉄線と東急線の相互直通運転の開通や泉ゆめが丘開発の推進など、利便性が向上する好機を

捉え、泉区内外の多くの方々に「泉区に住み続けたい」「住むなら泉区」と感じてもらうため、

泉区に関わる様々な方や民間事業者等と連携して、居住地として選ばれる魅力づくりとプロモー

ションの取組を進めます。

(1) 情報発信（３，３１７）

交通アクセスや子育て環境、緑や水に恵まれた生活環境等の泉区の魅力を、主に 20 代か

ら 30 代の子育て世代に対して効果的にＰＲするため、泉区特設ＰＲサイト「いずみくら

し」や民間不動産情報サイト、鉄道広告及びＳＮＳ広告等、様々なツールを活用して発信し

ます。      （区の魅力発信カレンダーの掲示（４月）、ホームページ公開（６月）） 

(2) 魅力向上・魅力創出（４，１９５）拡充

区民を始め多くの方々に泉区に愛着を持ってもらうため、泉区の魅力の更なる向上や創出

を図ります。 

ア 区役所・区民・事業者など、泉区に関わる様々な主体が参画し、多方面から泉区の魅力

をとらえ、発信できる事業展開や仕組みづくりを進めます。 

イ 区民等地域ライターが多様な視点で泉区を取材して、地元ならではの魅力を掘り起こし、

発信します。 

ラ イ タ ー 募 集：４月 11 日～４月 22 日

７月～ ８名活動 

ライター講座実施：５月９日、５月 23 日、６月６日

ウ 区公式ＳＮＳフォロワーと交流会を実施し、泉区の更なる魅力の向上や情報発信力の

強化につなげます。 
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２ いずみ文化振興事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 ３，５８６千円 ４，５０３千円 

泉区の文化振興を図るため、区内の文化団体による作品等の創作、展示、発表の活動を支援

するとともに、泉区における伝統文化の保存・普及・継承の取組を推進します。 
 

(1)  文化振興事業（８６０） 

ア 泉区民文化祭 

文化振興委員会が開催する区民文化祭の活動を支援します。（10月 17 日～11 月６日のうち 18日間）

イ 区民ホール事業 

文化振興委員会の展示部門・発表部門が企画実施するそれぞれの展示や発表を支援 

します。                                          展示部門：６月の５日間   

ウ 泉つるし飾り展                  発表部門：６月～２月の４日間 

泉区の歴史的な区民手作りのつるし飾りを、区民ホールに展示します。 

また、併せて天王森泉館などの区内施設にて同時期に開催する、「つるし飾り展」の 

広報を行います。                                                       （２月） 
 

(2) いずみ伝統文化保存事業（２，７２６） 

泉区の伝統文化である「横浜いずみ歌舞伎」「太鼓・お囃子」「相模凧」の保存・普及・

継承を図る泉伝統文化保存会の活動を支援します。 

また、区の魅力発信及び当該事業の周知を目的として、主に横浜いずみ歌舞伎公演の  

開催時期等に合わせて広告を展開します。   

いずみ相模凧揚げ会（５月５日、１月） 

                              太鼓・お囃子フェスティバル（中止） 

                              横浜いずみ歌舞伎公演（10 月 15 日、16 日） 

                市営地下鉄等での広告掲示（９月～10 月） 

               横浜いずみ歌舞伎衣装・小道具展（10 月３日～７日） 
 
３ 農を生かしたまちづくり事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

区政推進課 １，２０９千円 １，１０９千円 

泉区の地域資源である農について、区民が理解を深め、活動に関わっていくための取組を推進

します。 
 

(1) 農産物を生かしたまちづくり事業（８８５） 

地産地消への理解を深め、実践してもらうための取組として「いずみくらし」に、区内の

直売所及び収穫体験ができる農園の情報や、区内の学校や団体などで行われている地産地消

の取組を紹介する記事を掲載します。 

（地産地消の取組紹介記事掲載：年５回、うち２件取材済み） 

 

(2) 農の活動推進事業（３２４）拡充 

ア 援農団体の活動支援をすることで、高齢化や担い手不足に悩む農家の支援につなげます。

イ 農をテーマにした講座を実施し、泉区の地域資源である農を身近に感じていただくとと

もに、援農等の活動へ関わるきっかけを提供します。 

（１回目：11 月、２回目：２月下旬～３月上旬） 

 

 

 

○ 援農コーディネーター支援事業【環境創造局事業】（１００） 

労働力が不足している農家と、農家への手伝いを希望している市民を結びつける、援農団

体の活動を支援します。 
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４ 水・緑・みち魅力づくり支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

土木事務所、区政推進課 １，９８１千円 １，９９２千円 

泉区の緑環境の保全を地域団体と連携して進めるとともに、和泉川や村岡川などの流域におい

て地域団体等との協働により、区の特性に対応した魅力づくりを行います。また、担い手不足が

課題となっている道路・公園・水辺における愛護会等活動が維持・継続できるよう支援を強化

します。 

 

(1) 魅力づくり支援事業（４５０） 

和泉川や村岡川などの流域、立場駅前交通広場の花壇などで活動する団体に花苗の提供な

どを行い、地域の魅力づくりを支援します。 

                        四ツ谷湧水における花苗植付      ：６月７日、10 月 

             和泉遊水地における菜花播種      ：10 月  

立場駅前交通広場における花苗提供：５月 31 日、９月、12 月  

 

(2) 愛護会活動支援（１，１８０） 

愛護会活動にかかる技術指導などの講習会の実施、草刈りなどの活動を支援するための機

材の貸与などを行うとともに、新たな担い手づくりのために、視察会・合同のつどいの開催

や公園の花壇紹介、ホームページを拡充するなどして、愛護会と地域の新たな連携を促進し

ます。                            （花壇の紹介：10 月） 

 

(3) 緑環境保全事業（３５１） 

地域資源のひとつである貴重な緑環境を守る活動を支援します。また、区の花・あやめ 

の認知度を上げ、愛着を持ってもらえるよう、普及団体の活動支援等を行います。 
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５ 深谷通信所跡地等活用事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

区政推進課 ５，８０６千円 ５，３３７千円 

深谷通信所跡地において、区民が利用できる区域を広場として開放するとともに、広場利用を

促進する取組を行います。また、跡地利用等に関して、地域の意見・要望の調整等を行います。 

 

(1) 広場等管理運営（５，５４２） 

跡地内の一部区域を区民が利用できる広場として開放し、定期的な草刈りを実施するとと

もに、日常的な管理運営を行います。また、多くの区民に利用してもらえるよう、広場の活

用をＰＲするためのイベント等の取組を実施します。         （イベント：11 月 12 日） 

 

(2) 協議会運営支援（２６４） 

跡地利用等に関する協議、情報提供、地域の意見・要望の調整を行う泉区深谷通信所返還

対策協議会の運営を支援します。 （協議会・メモリアルグリーン等見学会：５月 27 日） 

 

  

○ 跡地利用推進事業【政策局事業】（３３，６００） 

跡地利用の具体化に向けて検討を進めるとともに国有地処分の準備を行います。 

また、暫定利用期間中の本市管理区域の維持管理を行います。 

 

○ 深谷通信所跡地利用関連道路計画検討事業【道路局事業】（２０，０００） 

外周道路や、外周道路と環状３号線及び環状４号線を結ぶ連絡道路の整備に関する検討、

手続き等を進めます。 

 

○ 大規模施設跡地等墓地整備事業【健康福祉局事業】（１０６，５００＜全市＞） 

  深谷通信所跡地での公園型墓園の整備に関する調査、手続等を進めます。 

 

○ 米軍施設跡地の公園の事業推進【環境創造局事業】（１００，０００） 

深谷通信所跡地での公園整備に関する調査、手続等を進めます。 
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６ 広報事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

区政推進課 ２，２６２千円 ２，１６２千円 

「伝わる」広報を実践し、区民の行動変容につなげるため、ホームページや定期刊行物、 

ＳＮＳ、地域メディア等の各種媒体を効果的に活用し、区民に行政情報や地域・生活情報、区

の魅力等を適時的確に情報発信します。 

 

(1) 泉区ホームページ事業（１７８） 

  区ホームページを通じて区政に関する情報を発信します。また、ホームページと連動した

ツイッターの活用を進めます。 

 

(2) 泉区生活・防災マップ作成事業（５６３） 

区内の町区域や各種施設などを網羅した生活地図と地域防災拠点などの防災地図をまとめ

た「生活・防災マップ」を作成・発行します。                （３月） 

 

(3) 泉区生活便利帳作成事業（４５３） 

区民に必要な生活情報をまとめた「泉区生活便利帳」を改訂し発行します。  （３月） 

 

(4) 泉区広報戦略事業（１，０６８）拡充 

区民の必要とする情報を戦略的に情報発信すべく、発信時期を考慮して地域メディアと連

携して情報発信します。  地域メディアを活用した情報発信：４回（第１回 ８月 25 日） 

地域情報紙での区の魅力発信記事掲載：毎月１回 

 

 

 

 

  

○ 広報よこはま発行事業【統合事業費】（８，０５６） 

・「広報よこはま」発行事業 

   「広報よこはま泉区版」を、市版との一体感を保ちながら、編集・発行し、全世帯配布

に取り組みます。 

 

・「いずみ福祉保健センターからのお知らせ」発行事業 

福祉保健センターで実施する健診・相談などの事業について、年間日程などを掲載し

た「いずみ福祉保健センターからのお知らせ」を年１回「広報よこはま」とあわせて配

布します。 

○ 緑地保全制度による指定の拡大・市による買い取り事業【環境創造局事業】（７，１１８，１００＜全市＞） 

区内のまとまりのある樹林地の保全を進めます。 

○ ガーデンシティ横浜の推進（各区連携）【環境創造局区配】（２，０００） 

花壇の設置、地域やイベントとの連携により、区民が花や緑に親しむ機会を増やす取組を

行います。 
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○ 持続可能な住宅地推進プロジェクト【建築局事業】（１，７５０） 

市民や企業等と協働・連携し、相鉄いずみ野線各駅で、魅力的な地域資源を活かしたまちづ

くりを進めます。 

○ 泉ゆめが丘地区土地区画整理事業【都市整備局事業】（１，００５） 

都市計画道路等の基盤整備工事や、換地計画作成手続きを進めます。 

○ 地域交通サポート事業【道路局事業】（５０，０００＜全市＞） 

地域にふさわしい交通サービスの実現に向けた地域主体の取組みに対して、関係者と調整し

ながら活動経費助成や調査の実施支援等を行います。 

○ 横浜市民の読書活動推進事業【教育委員会事務局区配】（１００） 

第二次泉区読書活動推進目標を軸として、会議やイベントを通じ、関係者（図書館、学校、

区役所、区内読書関連施設）間の連携を図りながら、読書に親しむきっかけづくりを推進し

ます。 
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施策２ はぐくもう！地域の力（12 事業） 

２４，６５１千円（Ｒ３年度２６，３９７千円） 

１ 地域力支援事業 重点 Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

区政推進課、福祉保健課 ５，９０６千円 ６，５８８千円 

持続可能な地域活動が行われるよう、活動の基盤となる自治会・町内会の役員や各種委嘱委

員等の地域住民の支援に取り組むとともに、担い手不足の解消に向けた、現役世代を含めた幅

広い方々の地域活動への参画を推進します。また、地域での多様な課題の解決に取り組む泉区

地域協議会や地区経営委員会等の運営を支援するとともに、地域支援に携わる職員の育成を実

施します。 

 

(1) 泉区地域協議会運営支援（５２３） 

泉区全体に関わる課題などに対する意見・提案、地域の課題解決に関する情報交換などを

行う泉区地域協議会の運営支援を行います。         

第１回定例会：６月 16 日 課題検討依頼「改めて考える 地域の防災力」 

第１回課題検討部会：７月 14 日  

地域防災力の向上に向けて（総務課防災担当）・グループ討議  

 

(2) 新しい地域活動、社会参加の在り方の企画・情報発信等（１，３５０） 

50 代を対象としたセミナーや、若年世代（30～40 代）を対象とした意見交換会等を開催

します。それぞれの年代に応じて、地域に関心をもってもらうきっかけを提供し、地域活動

の担い手不足解消につなげます。   （それいけ 50 代！応援セミナー開催：８月 27 日） 
 

(3) 地域活動コーディネーター等派遣（７２０） 

地域の課題解決に向けた取組を支援するため、各地区へ地域活動コーディネーター等の派

遣を行います。                        （４月～７月：９回） 
 

(4) 地区経営委員会活動費用助成（４００） 

地区経営委員会が行う多様な地域活動を持続させるため、各地区経営委員会の運営支援や

地域運営補助金の交付を行います。 
 

(5) 地域支援担当職員育成（２，３００）拡充 

国勢調査結果を活用した地区データ分析と報告書を作成し、地域支援に活用します。また、

地域支援に従事する職員等に対する研修を実施し、地域支援に必要なスキル・ノウハウの習 

得や総合調整力の向上を図ります。     

地域支援研修（転入責任職向け）：４月 12 日 

地域支援研修（その他職員向け）：５月 31 日、６月２日 

地域支援研修（中級編）       ：10、11 月 
 

(6) 地域力支援事務費（６１３） 

地域力支援事業の推進にかかる消耗品の購入等を行います。 

 

  
○ 元気な地域づくり推進事業【市民局区配】（６４７） 

いずみ区民活動支援センターと連携し、地域の課題解決やまちの魅力づくりを学び合う講座

を行う「地域づくり大学校」を実施し、泉区の特色を生かしたカリキュラムを通じて、地域活

動の人材発掘・育成を図ります。                             （講座開催：９～12 月） 
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２ 地域を支えるＩＣＴ活用推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

福祉保健課、高齢・障害支援課 １，６００千円 ２，９００千円 

新型コロナウイルス感染症の影響により、従来の地域での活動や交流が困難になってきていま

す。そのため、ＩＣＴを効果的・効率的に活用し、地域の活動や交流が維持できるよう支援を行

います。 

 

(1) ＩＣＴ活用講座（１，０００） 

地域活動にＩＣＴを取り入れることにより、効率的かつ継続的に活動ができるようになる

ことを主な目的として、区内７か所にある地域ケアプラザにおいてＩＣＴ活用講座を開催し

ます。     （地域活動につながるＩＣＴ活用講座開催：８～９月及び 11 月～12 月） 

 

(2) 高齢者スマホ教室（孫セラピー）（３００） 

高齢者サロンでスマートフォン講座の開催を支援します。開催にあたり、学生がサロン 

に出向き、直接使い方を手ほどきすることで、高齢者と若者世代のつながりを醸成します。 

（実施期間：５月～３月（５月～７月いずみ野地域ケアプラザにて実施）） 

 

(3) 多職種のためのＩＣＴ活用推進事業（３００） 

医療・介護関係者など多職種の専門職によるウェブ会議や講演会等の開催や参加を促進 

するため、事業所に対し、研修の機会の提供及び研修企画の際の技術的援助等を行います。 

 

 

３ 商店街振興支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 １，４６２千円 １，４６２千円 

区内商店街の振興や賑わいづくりを支援し、商店街活性化に向けた取組を展開します。 

 

(1) 商店街振興・賑わいづくり事業（１，４６２） 

商店街との意見交換会などを通じ、賑わいづくりに向けたイベントやプロモーションの取

組を行います。また、賑わいづくりと商店街の活性化に向けたイベントとして、泉区商店街

連合会加盟の飲食店による、「いっずんカレー」のリニューアルに加えて、「いっずんスイー

ツ」を行います。令和４年度の「いっずんカレー」は、泉区産もしくは横浜産の地場野菜を

ふんだんに取り入れた創作カレーを提供します。 

いっずんカレー（７～８月）：参加店舗数 16 店舗 

いっずんスイーツ（10 月）：参加店舗数５店舗 

 

 

 

 

 

  

○ 商店街活性化イベント助成事業【経済局区配】（３４，０００＜全市＞） 

商店街が実施するイベント事業を支援し、地域と商店街のふれあいを深め、商店街の賑わ

いの創出及び活性化を図ります。 



10 

 

４ 多文化共生推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課、こども家庭支援課 ２，１２０千円 ２，６０８千円 

多様な文化を持つ人々がお互いを尊重し、外国籍等区民が地域の構成員として地域活動に参加

しながら協働の地域づくりを進めることができるよう支援します。 

 

(1) 多文化共生のまちづくり推進事業（５９０） 

多くの外国籍等区民が暮らすいちょう団地地区において、地域と協働し、自主的・自立的に

取り組む住民の交流会や懇談会、多言語による日常生活等に係る情報提供等を支援します。 

また、多言語による情報提供、多文化に関する情報提供を行う「いずみ多文化共生コーナー」

を運営し、多文化共生の取組みを推進します。 

 

(2) コミュニケーション支援事業（１，１７４） 

ア 外国籍等区民が、生活に必要な情報を得られるよう、多言語の生活情報紙「泉区リビン 

グガイド」や行政からのお知らせのほか、各種手続案内等について情報発信を行います。 

                                    （12 月） 

イ 外国籍等区民に対して、日本語の習得やライフスタイル、文化の理解等をサポートする 

地域ボランティアの人材を養成する「日本語ボランティア入門講座」を開催します。 

                                 （10 月～12 月） 

ウ 外国籍等区民を対象に、日常生活に支障のないレベルの日本語能力の習得を目指した日 

本語教室を開催します。                                    （９月～１月、週１回） 

 

 

 

 

 

(3) 外国籍等区民への子育て支援事業（３５６） 

日本語に対応できない妊婦及び子育て中の区民を対象に、通訳等のサポートを行います。 

ア 妊娠中から必要な支援を把握し、安全な出産を迎えるサポート及び乳幼児健診後のフォロ

ーや個別心理対応時に通訳が同行・同席し、きめ細やかな子育て支援を行います。＜ベトナ

ム語・中国語＞                       （１回（７月末現在）） 

イ 北上飯田保育園において地域の外国籍親子への支援として日本の文化にふれあい、親しみ

を持っていただきながら居場所を提供する子育てサロンを開催します。    

（14 回、９人（７月末現在）） 

 

  

○ いずみ多文化共生コーナー【国際局区配】（６６４） 

「いずみ多文化共生コーナー」の運営にあたり、ＩＣＴ等を活用しながら新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響を考慮した事業展開を行います。 
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５ 区民活動支援センター事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 １，２７２千円 ６４３千円 

区民の活力ある諸活動の推進や、自治会町内会の課題解決に向けた活動の支援を図るため、い

ずみ区民活動支援センターにおいて、地域活動や生涯学習に関する情報提供・相談、多様な地域

の人材の発掘・活用、地域活動を行う個人・団体への活動支援等を行います。 

 

(1) 区民活動支援センター運営事業（７３４） 

ア 区民活動に関する相談業務を実施し、学習機材等を貸出します。       （通年） 

イ 区民活動支援センターの認知度を高め、事業内容を広報するため、区民活動情報紙「セン 

ターだより（いずみ区民活動支援センター情報誌）」等を発行します。（６月、10 月、２月） 

ウ 区民活動団体の広報を支援するため、人財バンク登録者の展示会や発表会を区民ホール 

等や区内の施設で開催し、活動内容を紹介します。              （３月） 

エ 区民利用施設ネットワーク会議を開催し、自主企画事業の事例や企画立案に向けた課題 

等の情報共有を行います。                         （11 月） 

 

(2) 生涯学習・地域活動支援事業（５３８） 

ア 地域の力を地域のまちづくりにつなげるため、ボランティアやサークル活動団体、個人 

の「泉区人財バンク」への登録・利用を促進します。また、併せて登録データをホームペ 

ージで公開し、地域での活躍の機会を提供します。              （通年） 

イ 自治会町内会や区民活動団体等が地域まちづくりの推進に必要となるノウハウの習得や 

スキルアップを支援するため、地域活動実践講座を実施します。併せて、地域活動団体の 

運営面での課題解決に向けた取組や、区民のまちづくりについてのコミュニケーション等 

を促進し、マッチングの場や機会の提供を行い、区民活動を促進します。    （通年） 

ウ 区民の生涯学習や地域活動へのきっかけづくりのため、人財バンク登録者による講座や 

区民活動団体の体験会を実施します。                 （10 月、３月） 
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６ 自治会町内会振興事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 ２，４４９千円 ２，４４９千円 

住みよいまちづくりに貢献している自治会町内会活動を振興するため、行政情報等の提供を進

めます。また、自治会町内会長や役員に対する表彰等を行い、敬意と感謝の意を表するととも

に、自治会町内会の掲示板やホームページを活用した情報発信の取組を支援します。 
 

(1) 自治会町内会交流推進事業（２，０９９） 

ア 掲示物や回覧物などの行政情報等を自治会町内会へ送付します。 

イ 地域活動に貢献された自治会町内会長に対して表彰等を行い、敬意を表します。（３月） 

ウ 自治会町内会の役員に感謝状を贈呈しました。            （４月～５月：50 名） 

(2) 自治会町内会掲示板整備補助事業（３００） 

自治会町内会の掲示板の新設・補修等の整備工事費の一部を補助します。 
 

(3) 自治会町内会ホームページ作成支援事業（５０） 

自治会町内会がホームページを作成する上での諸問題の解決に向けた支援を行います。 

（ホームページ開設：53 団体（７月末現在）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 区民スポーツ振興事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 １，７４８千円 １，７４８千円 

区民の健康志向の高まりに併せて、スポーツの振興を図るため、地域のスポーツ振興団体やス

ポーツ大会、教室を実施する団体へ支援します。また、地域資源を活用したスポーツ振興イベン

トを開催し、区民がスポーツに取り組むきっかけになる事業を実施します。 
 

(1) スポーツ振興団体支援事業（１，１６０） 

泉区スポーツ協会が行っている各種スポーツ大会や教室、また、区民参加型のスポーツフ

ェスティバル開催への支援を行い、泉スポーツセンターと連携しながら、地域スポーツの運

営を強化します。 
 

(2) 地域資源を活用したスポーツ振興啓発事業（５８８） 

区民がコロナ禍においても心身ともに健康に、生き生きとした生活を送れるよう、スポー

ツに親しむきっかけづくりの一環として、区民参加型のスポーツイベントを開催します。 

                                     （11 月） 

 

 

 

○ 地域活動推進費補助金交付事業【市民局区配】（４４，８４１） 

 自治会町内会、地区連合自治会町内会等が実施する環境美化、防災・防犯活動等の公益

的活動に対する経費の一部を補助します。 

○ 自治会町内会館整備費補助事業【市民局区配】（１２，６６０） 

 自治会町内会館の新築や増改築、改修、修繕等に対する経費の一部を補助し、事務手続

などを支援します。 

（新築：白百合台自治会、修繕：向根下自治会・下和泉住宅自治会・葛野町内会） 

○ スポーツ推進委員支援事業【統合事業費】（１，７３４） 

市委嘱のスポーツ推進委員が行うスポーツ振興や啓発事業等の活動を支援します。 
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８ ごみ減量化推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 ２，２８４千円 ２，４２４千円 

更なるごみ減量と脱温暖化に取り組み、豊かな環境を次世代に引き継ぐため、「ヨコハマ

３Ｒ夢
ス リ ム

プラン」に基づき、市民・事業者の皆様による自主的で自分らしい３Ｒ夢行動を大切にし

ながら、横浜らしい循環型社会に向けて、ごみの減量化、温室効果ガス削減を推進しＳＤＧsに

つなげます。 
 

(1) ごみ減量化活動支援事業（２，２８４） 

ア 地域が主体となって取り組むごみの減量化推進や集積場所周辺の環境美化等の活動に対

する補助金を、連合自治会町内会（12 地区）に交付します。 

イ 発生抑制等によるごみ総量の削減啓発チラシや、「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」の認知度を

高めるため啓発物品等を作成します。                   （通年） 

ウ 自治会・町内会、地域団体、小学校・保育園等を対象に、出前講座や地域イベント等を

通して３Ｒ行動の普及・啓発を進めます。                 （通年） 

エ 商業施設等と連携し、継続的な啓発活動・キャンペーン等に取り組みます。また、区内

大学と協働し、食品ロス削減にむけたＤＶＤの制作を行います。             （通年） 

オ きれいな街づくり、「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」の推進、緑化の推進に功労のあった個人

及び団体を表彰します。                          （12 月） 

 

 

 

 

 

９ 脱炭素化推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

区政推進課 ９９０千円 ６７３千円 

脱炭素社会形成のため、区内大学と連携しながら、各啓発イベントへの出展等により区民の

理解促進を図ります。また、緑のカーテン等多世代が身近に取り組める脱炭素化行動を推進 

します。 
 

(1) 脱炭素化理解促進事業（２００） 

区民が脱炭素社会の形成への理解を深められるよう、区独自の啓発リーフレット「泉区版

環境読本」を活用した啓発を行います。また、各種啓発イベントにおいて脱炭素化理解促進

のための出展を行います。 
 

(2) 緑のカーテン普及事業（５９０） 

脱炭素化に向け、各家庭等で、こどもから大人まで楽しみながら実践できる緑のカーテン

づくりの推進に取り組みます。    種の配布（3,000 箱（１箱／10 粒））：４月～６月 

写真・取組事例募集：７月 
 

(3) 区内大学との協働による脱炭素化行動啓発事業（２００）新規 

区内大学との協働により、若者世代とともに取り組むことで、区民目線での身近な脱炭素

化行動を啓発します。 

○ クリーンタウン横浜事業【統合事業費】（８３８） 

清潔できれいな街ヨコハマの実現に向け、美化推進重点地区において、定期清掃及び 

啓発活動を地域作業所「ぶどうの樹」に委託して実施します。 （４月～３月：96 回） 

（７月末現在：21 回実施） 
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コラム① 脱炭素化推進事業 ～シェアサイクル事業社会実験～ 

地域の移動手段としての自転車の役割拡大などを見据え、令和４年６月から道路局が「横浜市

広域シェアサイクル事業社会実験」を開始しました。 

本事業は、公共交通の機能補完や脱炭素社会の形成を事業目的としており、泉区は戸塚区や瀬

谷区などとともに重点展開区に選定されていることから、積極的に事業を展開していきます。 

今後、買物・レジャー利用や通勤通学等、地域の移動手段の一つとしてシェアサイクルを活用 

いただけるよう、PR をしていきます。 

 

【公有地・民有地へのサイクルポート設置】 

令和４年７月より、区内各所にサイクルポートが設置され、サービスの運用が開始されました。 

今後、様々な場所へサイクルポートの設置が進むことにより、区民の利便性向上が期待されます。

なお、現時点における公有地・民有地の各ポートは次のとおりです。 

 

＜公 有 地＞  

【設 置 済】立場駅自転車駐車場（12 台）、中田駅第二自転車駐車場（５台） 

【設置予定】区役所（４台）、中川地区センター（6 台）、上飯田地区センター（11 台）、新橋住宅（12 台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜民 有 地＞  

【設 置 済】相鉄ライフいずみ野（8 台）、TSUTAYA BOOKSTORE 弥生台店（５台） 

  

＜立場駅自転車駐車場＞ ＜中田駅第二自転車駐車場＞ ＜利用案内看板＞ 

＜車両近景＞ ＜相鉄ライフいずみ野＞ ＜TSUTAYA BOOKSTORE 弥生台店＞ 
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１０ 青少年を育むまちづくり事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 ６７６千円 ７９６千円 

地域の大人と子どもたちの交流の機会を設け、大人と子どもの顔と顔のつながる関係づくりを

支援します。また、学校や地域が一体となって、子どもたちの地域への愛着やふるさと意識を育

み、将来の泉区を担う人材を共に育成するまちづくりを目指します。 

 

(1) 地域の子ども交流支援事業（６１６） 

ア 地域と協働し、区内地区センター等を中心とした４方面において、異なる年齢の子ども

たちが地域の大人と工作やスポーツを通して定期的に交流する取組を支援します。 

イ 地域内の中学校と協力し、事業の担い手の確保と地域に定着した活動に向けて、中学生

ボランティアの参画を促進します。 

 

(2) 区子ども会活動推進事業（６０） 

区子ども会育成指導者連絡協議会が行う活動を支援します。   （５月から活動休止） 

 

 

  

１２ 泉区民ふれあいまつり支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 ３，０００千円 ３，０００千円 

泉区に対するふるさと意識、区民の連帯意識を醸成するため、泉区民ふれあいまつりの開催を

支援します。 

 

(1) 泉区民ふれあいまつり支援（３，０００） 

泉区民ふれあいまつりを実施する泉区民ふれあいまつり実行委員会の活動を支援します。 

（11 月３日）

１１ 窓口案内ボランティア事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

区政推進課 １，１４４千円 １，１０６千円 

公募の区民ボランティアが区庁舎正面玄関で来庁者に挨拶や案内をすることにより、親しみ

やすい区役所をつくります。また、区民視点から窓口応対や行政サービスについてのご意見、

ご提案を伺い、区役所の業務改善につなげていきます。 

 

(1) 窓口案内ボランティア事業（１，１４４） 

窓口案内に加え、定例会議や研修会などを実施します。 

（定例会議：年２回、研修会：５月９日・10 日実施） 

○ 青少年指導員事業【統合事業費】（３，２６１） 

青少年の健全育成促進のため、泉区青少年指導員協議会の活動を支援します。 

（委嘱式：４月８日、74 人参加） 

（全員研修会：６月 12 日、107 人参加） 

○ 学校・家庭・地域連携事業【統合事業費】（８９５） 

中学校区単位で学校・保護者・自治会町内会等の各種団体で組織する、学校・家庭・地域

連携事業実行委員会の青少年健全育成事業の実施や運営を支援します。 
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施策３ まもろう！暮らしの安全・安心（７事業） 

３５，０７６千円（Ｒ３年度３３，０１３千円） 

１ 防災対策事業 重点 Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

総務課、福祉保健課、高齢・障害支援課、生活衛生課 ８，０２２千円 ８，３６６千円 

地域や関係機関との連携を強化し、震災・風水害対策に一層取り組みます。 

特に、地域における自助・共助の取組への支援を積極的に行い、地域防災活動の活性化及び地

域防災の担い手の確保・育成を図ります。 

 

(1) 地域防災の担い手支援事業（３，３００） 

若い世代の防災意識を高め、地域防災活動への参加を促進することを目的としたイベント

を実施します。また、地域における自助・共助の取組への支援を積極的に行い、地域防災活

動の活性化及び将来に渡る地域防災の担い手の確保・育成を図ります。 

ア 区民の自助・共助による防災・減災の取組を推進するため、地域や防災関係機関と連 

携した防災フェアを実施します。ゲーム感覚で防災に関する知恵や技術を学べるプログラ

ムなど親しみやすいコンテンツを活用して、幅広い世代に対し防災活動への参加を促進し

ます。                                （11 月） 

イ リモート型防災アトラクションや小学生を対象とした防災出前講座等を実施し、若い世

代の防災意識向上を図ることで、自発的な地域防災活動への参加へとつなげ、地域防災の

担い手確保・育成を図ります。       

 （小学校防災出前講座：２校（７月末現在）、リモート型防災アトラクション：12 月） 

ウ 町の防災組織や区民が在宅で自主的に防災について学ぶことのできる映像コンテンツ 

の制作を行います。 

エ 「災害に強い地域づくり」を推進するため、町の防災組織等を対象とした集合研修を 

実施します。                      （８月３日、６日、７日） 

オ 各地域の特性や課題に応じた防災活動の取組支援を行うため、地域からの要請による 

防災出前講座や防災まち歩き、防災相談を実施します。   （７団体（７月末現在）） 

カ 災害時要援護者支援を推進するため、安否確認の取組支援、町の防災組織との協定締結

による災害時要援護者名簿の提供、出前講座等を実施します。 

（安否確認グッズの配布実績：５団体 1,035 枚（７月末現在）） 

○ 地域の防災担い手育成事業【総務局区配】（７００） 

地域の防災担い手を育成し、町の防災組織を中心に自助・共助の取組を推進します。 

○ 「町の防災組織」活動費補助金【総務局区配】（８，６００） 

「町の防災組織」が行う自主防災活動に対し、補助金を交付し、地域防災体制の確立を図

ります。 

○ 災害時要援護者支援事業【健康福祉局区配】（１２９） 

災害時要援護者の安否確認や避難支援等の活動が円滑に行われるよう、地域での取組を 

支援します。 
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(2) 広報・啓発事業（７９７） 

区民の自助・共助の意識を高めるため、多様な広報手段を活用して啓発を行います。 

ア 世代に応じた多様な広報媒体を活用し、時節を捉えた防災・災害に関する情報発信を 

行います。               （広報よこはま６月号特集（風水害対策）） 

イ 区民の防災意識向上のため、防災講演会を開催します。 

ウ 日頃からの備えや地震発生時の対応等について冊子にまとめた震災対策啓発冊子を新た 

に作成し、自助の啓発と行動促進を行います。              （10 月） 

 

(3) 地域防災拠点機能強化事業（１，７２９） 

発災時に円滑な地域防災拠点の開設・運営が行えるよう、地域防災拠点の機能強化を図り

ます。また、備蓄庫資機材・消耗品を適切に管理し、常時使用可能な状態を保てるよう計画

的に維持管理を行います。 

ア 地域防災拠点運営委員に対し必要な情報提供等を行うため、地域防災拠点運営委員会 

連絡協議会総会を開催しました。併せて、地域防災拠点の委員長等に対して表彰を行いまし

た。                             （５月 27 日） 

イ 区内の地域防災拠点における活動の活性化を図るため、区役所と地域が連携し、モデル

校において実災害規模で地域防災拠点開設・運営訓練を実施します。 （領家中学校：１月）  

ウ 地域防災拠点運営委員会委員を対象に地域防災拠点の開設・運営方法等についての研 

修会を実施しました。                    （７月 22 日、23 日） 

エ 実践的な地域防災拠点運営に向けた対策に関する議論・検討のために、地域防災拠点 

運営委員長会を開催します。                      （12 月） 

オ 地域防災拠点の参与及び動員参集する職員等を対象に拠点の開設・運営方法等につい 

ての研修会を実施します。             

（参与説明会：４月 20 日、22 日、動員職員研修：８月 23 日、31 日） 

カ 地域防災拠点防災備蓄庫にある防災資機材の修繕・点検及び燃料等消耗品について計 

画的な維持管理を行うとともに、避難所の感染症対策やプライバシー確保のために間仕 

切りパーテーションの追加配備を行いました。               （５月） 

キ 地域防災拠点へ配布している衛生対策ポスターの内容更新、追加及び補充を行います。 

ク 防災ライセンスリーダーの知識・技術の向上を図るため、地域防災拠点に配備されて 

いる資機材の取扱い研修会を開催します。 

○ 感震ブレーカー等設置推進事業【総務局事業】（１０，１００＜全市＞） 

  出火危険及び延焼拡大危険等の高い地域の住宅を中心に、大震災発生時に自動的に住宅

の電気供給を遮断する感震ブレーカー等の設置を推進することにより、出火率を低下させ、

火災被害の軽減を図ります。 

○ 家具転倒防止対策助成事業【総務局事業】（３，６００＜全市＞） 

自ら家具転倒防止対策を講じることが困難な世帯を対象に家具転倒防止器具の取付け 

を無料で代行します 
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(4) 防災体制の整備・強化事業（１，７２５） 

災害時に円滑な区災害対策本部運営を行うために、関係機関との連携強化を図ります。 

また、円滑な区本部運営を行うための資機材の適切な維持管理と整備を行います。 

ア 防災関係機関等と連携し、災害発生時に的確な対応ができるよう、防災連絡協議会総会 

を開催します。                            （９月１日） 

イ 震災対応能力の更なる向上を図るため、「防災週間」・「防災とボランティア週間」に、 

地域や関係機関と連携した泉区災害対策本部運営訓練を実施します。 （９月 14 日、１月） 

ウ 大規模化、多発化する風水害に備え、土木事務所・警察・消防等と連携した風水害情報 

受伝達訓練と、区職員の風水害対策訓練を実施しました。 情報伝達訓練：６月 28 日 

                           風水害対策訓練：７月 27 日 

エ 区職員を対象に区防災計画等についての研修会を実施しました。  （５月 18 日、20 日） 

オ 区本部の運営に必要な資機材を整備します。また、災害用携帯電話・衛星携帯電話等区 

本部の資機材の維持管理を行います。 

カ 風水害時に指定緊急避難場所に避難した区民が安心して待機できるよう、指定緊急避難 

場所運営資機材を整備します。 

 

 

 

 

○ 地域防災活動奨励助成金【総務局区配】（２，６４０） 

  地域防災拠点運営委員会連絡協議会に対して、連絡協議会及び地域防災拠点運営委員会

が実施する研修・広報・訓練等の運営経費及び防災資機材の維持管理経費の一部として奨

励助成金を交付します。 

○ 災害対策備蓄事業【総務局事業】（１３５，９５０＜全市＞） 

  発災直後の市民の食料不足等に備え、市民の安全確保にかかわる食料及び水缶詰を備蓄

します。また、期限を迎える食料を確認し、更新計画に則り、更新及び効率的かつ恒久的

な備蓄サイクルを構築します。 

○ 災害時下水直結式仮設トイレ整備事業【環境創造局事業】（６２６，０００＜全市＞） 

  災害時のトイレ機能を確保するため、地域防災拠点や応急復旧活動拠点（市区庁舎）で、

災害時下水直結式仮設トイレ（災害用ハマッコトイレ）の整備を行います。       

  （整備：いずみ野小、東中田小）

○ 横浜防災ライセンス事業【総務局事業】（１，３０３＜全市＞） 

地域防災拠点の資機材取扱いに関する実践的な講習を実施し、受講した資機材取扱い 

リーダーが地域防災拠点での防災活動に参画することで、地域防災力の向上を図ります。 

○ 消防団の充実・強化事業【消防局事業】（２，０００） 

消防団の災害対応力の向上に向け、器具置場を整備します。 

上飯田中村町内会館東側市有地（泉消防団第四分団第２班） 
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(5) 災害時医療調整・保健活動事業（３７２） 

発災時に迅速かつ的確な医療救護活動ができるよう、区内医療関係機関との情報共有・訓

練等を目的とした連絡会議の開催及び避難所の巡回診療等に必要な医療用品を備蓄します。 

ア 泉区災害医療連絡会議の開催             

イ 保健師、栄養士等による避難所巡回用の医療用品の備蓄 

ウ 食生活等改善推進員と連携した、家庭食料品の回転備蓄の啓発及び講座等の開催 

 

(6) 災害時ペット対策事業（９９） 

ア 地域防災拠点等に災害時ペット同行避難訓練をはたらきかけ、地域の理解を深めます。 

イ 地域防災拠点運営委員会に出張講座を行い、災害時のペット同行避難の具体的な運営 

 方法等の説明を行うことで円滑な拠点運営を支援します。 

ウ 地域防災拠点訓練等において、災害時のペット同行避難用品や啓発パネルの展示、パン 

 フレット等を活用した説明等を行うことで、ペットの飼い主に災害時の備えについて周知 

します。 

エ 災害時のペット対策に関する、飼い主向けのリーフレットを作成し、啓発に活用します。
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２ 防犯対策推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 ５，３５５千円 ５，４１４千円 

地域・団体・事業者の自主防犯活動を支援するとともに、防犯に関する啓発活動や講習会等に

より、区民の防犯意識の向上を図り、安全・安心な泉区を目指します。 

  

(1) 地域連携事業（９２５） 

ア 12 地区連合の防犯担当者、泉警察署、泉防犯協会、区役所で構成する地域防犯担当責任 

者会議を開催し、情報交換や課題解決に向けた検討等を行います。 

 （年４回：５月 20 日、９月、12 月、３月） 

イ 振り込め詐欺や還付金等詐欺、その他の犯罪等の未然防止を図るため、メーリングリスト 

「いずみ安全・安心メール」の運用・配信等の広報啓発活動を行います。また、防犯活動の 

取組等を紹介するパネル展を実施します。       （メーリングリスト：週１回配信） 

ウ 犯罪被害や消費者被害を防ぐため、防犯研修会や消費者対策研修会を実施します。 

エ 警察と防犯協定を結び、迷惑電話防止機器を活用した特殊詐欺防止活動を実施します。 

（累計配布数 127 台（７月末現在）） 

(2) 地域防犯力支援事業（３，１０２） 

ア 12 地区連合が取り組む自主防犯活動を支援するとともに、自治会町内会に対して、のぼ 

り旗やステッカー等の防犯関連用品を提供します。 

（のぼり旗配布数（７月末現在）：28 団体 244 枚） 

イ 泉警察署との連携を強化し、地区連合や自治会町内会等を対象とした防犯講習会や合同 

防犯パトロールを実施します。                        （５回（７月末現在）） 

ウ 愛犬の散歩を活用した「わんわんパトロール隊」の普及を継続し、地域による防犯活動 

をきめ細かく展開します。            （登録数：累計 938 頭（７月末現在）） 

エ 新入学児童用の防犯ブザーの購入に係る費用の一部を助成するとともに、地域ぐるみで 

児童・生徒を見守る「こども１１０番の家」の設置を支援し、プレート等を配付します。 

（こども１１０番プレート配布数：３団体 36 枚（７月末現在）） 
 

 (3) 地域防犯対策巡回警備事業（１，３２８） 

青少年の健全育成及び犯罪抑止に向け、日中の時間帯に青色回転灯装着車による巡回パト

ロールを実施します。                    （５月～３月：52 日間） 

 

 

 

○ 落書き防止事業【市民局区配】（４２） 

落書き行為の防止に関する理解と関心を深めるため、広報啓発活動等を行います。また、

落書き消去に必要な物品を提供する等、自治会町内会や団体等が行う活動を支援します。 

○ ＬＥＤ防犯灯設置事業【市民局事業】 

地域の防犯環境の向上と温暖化対策等を促進するため、ＬＥＤ防犯灯の整備を行います。

（申請数：電柱共架 25 灯）

○ 地域防犯カメラ設置補助事業【市民局事業】 

犯罪のない安全なまちづくりに向けて、地域の自主的な取組を支援するため、自治会町

内会等に対し、防犯カメラの設置費用の一部を補助します。  （申請数：２団体３台） 
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３ 交通安全対策推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 ４，４３４千円 ４，６１３千円 

交通事故のない安全な泉区を目指して、地域、関係機関・団体などと連携を強化し、交通安全

キャンペーン活動や子ども・高齢者の事故防止を重点とする交通安全啓発活動を実施します。 

 

(1) 泉区交通安全対策協議会運営事業（３８１） 

ア 各季の交通安全運動において、区内の交通事故の発生状況を考慮した交通安全啓発活動

を行います。また、泉区交通安全対策協議会だよりを発行し、活動の取組を紹介します。 

イ 交通安全協会などの団体が実施する交通安全教室や自転車の乗り方教室、啓発活動と連

携し、総合的な交通安全対策を展開します。 

 

(2) 交通安全マナーアップ推進事業（７９６） 

ア 小学生を対象とするスローガンコンクールを実施し、児童が交通安全について考える機

会を提供するとともに、最優秀作品を交通安全啓発活動に活用します。 （12 月～１月） 

イ 交通安全と交通事故防止に功労のあった個人・団体、年間交通事故ゼロを達成したスク

ールゾーン対策協議会に表彰を行います。                 （３月） 

 

(3)  子ども交通安全対策事業（３，２５７） 

ア 各学校の交通安全対策の取組に関する情報交換、意見交換等を行う通学路安全対策連絡

会を開催し、様々な活動の取組を支援します。 

イ スクールゾーン対策協議会や自治会・町内会、関係機関と連携し、児童などの見守り活

動等を支援するとともに、まちの景観保全等に配慮した小型公共表示（電柱巻）を設置す

るなど、通学路の安全対策を図ります。 

 

４ 自転車等放置防止事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 ４４０千円 ４４０千円 

駅周辺の放置自転車等の抑制や、自転車利用者のマナーアップを図ります。 

 

(1) 自転車等放置防止事業（４４０） 

自転車等放置防止推進協議会が行う自転車走行のマナーの向上や自転車等駐車場利用の促

進等の啓発活動を支援します。 

また、各協議会の情報共有等を図るため、自転車等放置防止推進協議会連絡会を開催します。

○ 自転車マナーアップ事業【道路局区配】（１，５５５） 

自転車等放置禁止区域内にマナーアップ監視員を配置し、自転車等駐車場の適正利用の

指導啓発、放置自転車等へ啓発札の貼付を行います。また、自転車と歩行者の錯綜が多い

駅では、押し歩きへの協力やながらスマホ、ヘッドホン着用運転の自粛等を含めた自転車

利用者のマナーアップ啓発に取り組みます。 
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５ 「食とくらし」の安全・動物愛護推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

生活衛生課 ５０１千円 ６８６千円 

食中毒予防など「食の安全・安心」やハチの駆除、動物との共生など「くらしの安全」に対

する高い関心に応えるため、関係団体と協働して普及啓発や支援を行います。さらに、食品取

扱施設、社会福祉施設等の衛生管理向上のために「食とくらし」の安全を支援します。 

 

(1) 食とくらしの安全・安心サポート事業（２２０） 

ア 泉区食品衛生協会と協力し「食中毒予防キャンペーン」を開催します。   （11 月） 

  イ 食中毒予防を中心に保育園・高齢者福祉施設への立入調査を実施し、衛生的な管理運営 

の支援を行います。 

  ウ 地域や団体の要望に基づく食品衛生出前講習会を開催し、衛生意識の向上を図ります。 

  エ 地域のお祭りなどのイベントにおける食中毒を予防するため、模擬店等食品提供者を対

象に衛生講習会を開催します。 

  オ 食中毒の発生しやすい時期やノロウイルス食中毒警戒情報の発令時にホームページ等を

活用した注意喚起を実施します。 

  カ 区内飲食店等からの食中毒発生を予防するため、講習会実施などにより HACCP の取組を

推し進めていきます。 

 

(2) ハチ等の駆除支援事業（５０） 

ア 広報への掲載や区役所窓口及び関係団体等での啓発リーフレット配布により、安全で 

適切な駆除法について、より広く区民へ啓発します。 

イ 区民からの駆除相談に対し、電話による相談対応や現地での助言を行います。また、駆

除機材や蜂防護服等の貸出を行います。 

 

(3) 犬や猫の適正飼育普及啓発事業（２３１） 

ア 散歩での糞尿被害や鳴き声など、犬に関する苦情を軽減するため、窓口に事務手続きに 

来た飼い主に対し、犬の適正飼育等のチラシを配布し、普及啓発を行います。 

  イ 飼い主のマナー向上のため｢犬の飼い方教室｣を開催し、適正飼育及び災害時の備えにつ

いて普及啓発を行います。                      （犬の飼い方教室：10 月７日、12 月） 

  ウ 飼い主のいない猫の問題に対して、啓発パンフレットの活用や地域での説明会等の実施

により、地域猫活動を推進します。 

  エ 動物愛護週間（９月 20 日～26 日）に合わせて、保育園児が描く｢どうぶつ絵画展｣を開催

し、動物愛護に関する啓発を図ります。            （どうぶつ絵画展：９月 20～26 日） 
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６ 区役所環境向上事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

総務課、税務課 １５，０８２千円 １２，２０４千円 

区庁舎の環境整備・窓口サービス向上を通じ、区民が快適で利用しやすい区役所の実現に取

り組みます。 

 

(1) 区庁舎等の環境整備（９，４７８）拡充 

区庁舎及び区民が利用する施設等において安全性、利便性、快適性を確保するため、設備

改修等の環境整備を行います。また、４階執務室化工事にあわせて、区役所窓口の再編成を

行います。 

 

 

 

 

(2) 人権啓発講演会・窓口応対職員研修（８４０） 

区民を対象とした人権啓発講演会を実施します。              （12 月） 

また、区民サービス向上を目的とする、職員を対象とした研修を実施します。 （９月） 

 

(3) 税務申告窓口サービス向上（７０６） 

確定申告時に税理士等による医療費控除の申告相談を実施するとともに、来庁者の円滑な

誘導のため窓口案内を行います。       （開催：令和５年２月 16 日～３月 15 日） 

 

(4) 区役所利用者一時託児（４，０５８） 

乳幼児を連れた区役所利用者へのサポートとして、区役所１階で一時託児を実施します。  

（開設：週４日、９～16 時 利用者数：277 人（７月末現在）） 

 

  

○ 区庁舎等の環境改善事業【市民局区配】（１０１，４３９） 

区役所４階の未利用スペースを執務室とするための工事を行います。 

（工事期間：６～10 月） 
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７ 区民相談事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

区政推進課 １，２４２千円 １，２９０千円 

泉区内に居住する日本語による意思疎通が困難な外国籍等区民の生活を支援するため、生活

相談や翻訳を実施します。 

 

(1) 泉区外国籍等区民相談事業（１，２４２） 

ア 中国語相談                              （週１回） 

イ ベトナム語等相談                          （週１回） 

 

 

 

  

○ 市民相談事業【統合事業費】（１，８３２） 

区民が抱える問題の解決を支援するため、特別相談（法律・公証・交通事故・行政・行政

書士）を実施します。 

○ 道路整備事業【道路局区配・局事業】 

・都市計画道路中田さちが丘線の周辺道路の再整備工事及び権太坂和泉線（名瀬・岡津地 

区）の用地取得を進める予定です。 

・宮沢 306 号線等、区内６箇所の道路整備事業について、用地取得及び道路整備工事等に 

向けた準備を進める予定です。 

○ 河川改修事業【道路局区配・局事業】 

・和泉川においては、昨年に引き続き管理用通路の舗装や河川管理用施設の整備などの安全 

対策を行うとともに、新幹線横過部において警報装置などを整備します。 

・阿久和川では、橋際橋上流の護岸工事に着手します。 

・令和３年度に引き続き、和泉川、阿久和川、宇田川、相沢川において河道内の樹木の伐採 

や河床の浚渫工事を行います。 

○ 下水道整備事業【環境創造局事業】 

令和３年度に引き続き和泉が丘地区、上飯田地区の浸水対策を実施するとともに、中和田雨

水幹線工事(和泉町第二公園（５月 23 日より公園閉鎖中）)）に着手しました。 

○ 公園整備事業【環境創造局区配】（１０３，５００） 

新橋天神の森公園など区内の 10 公園で施設改良工事を実施します。 

○ 立場地区センター駐車場機能の確保に向けた泉区休日急患診療所跡地の活用【市民局区配】 

（１０,０００） 

立場地区センターの駐車場機能を維持するため、旧泉区休日急患診療所跡地の一部の所管

替えを伴う駐車場再整備を行います。令和４年度は実施設計及び分筆測量を実施します。 
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施策４ ささえあおう！健やかなまち（８事業） 

１３，６１５千円（Ｒ３年度１５，０５６千円） 

１ 泉わくわくプラン推進事業 Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

福祉保健課 １，５８６千円 ２，９５１千円 

地域の課題を地域で解決し、地域の支え合いによって誰もが安心して暮らせるまちを目指す

「泉わくわくプラン（第４期泉区地域福祉保健計画）」について、区社会福祉協議会、地区社会

福祉協議会、地域ケアプラザ、関係機関等と協働して、具体的な取組を進めます。 

 

(1) 計画の推進（５７６） 

地域共生社会の実現のため、泉区の福祉・保健・医療・地域・行政等の連携強化等を目的

とした地域福祉保健推進協議会を開催します。また、分科会として地域福祉保健計画策定・

推進検討会を開催し、策定した計画の推進・振り返りを行います。 

 

(2) 計画の周知・啓発（１，０１０） 

泉わくわくプランについて、より多くの区民に知ってもらい、地域の様々な取組に参画し

てもらうため、イベントの開催等を通じて区民に対する周知・啓発を進めます。なお、毎年

２月を推進月間と位置づけ、重点的に取り組みます。     

（推進イベント開催：２月） 
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２ 泉区地域包括ケア推進事業 重点 Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

高齢・障害支援課 ２，０７６千円 １，５３５千円 

急激な人口構造の変化に対応するため、2025 年に向けて医療・介護、介護予防・生活支援等を

一体的に提供できるよう横浜型地域包括ケアシステムの構築に向けた「泉区アクションプラン」

に基づき関係機関と連携しながら各事業を推進します。 
 

(1) 地域包括ケア普及啓発事業（１，３０６）拡充 

泉区アクションプランの推進のため、普及啓発にかかる啓発物品の作成や人材育成に向け

た研修等を実施します。また、泉サポートプロジェクトと連携し、多様な主体による生活支

援に関わるサービスの創出につなげます。 

地域包括ケアシステム構築のための人材育成研修：８月 24 日 

看取りのＶＲ研修（支援者向け）：８月 18 日 

わたしのアクション通信 VOL１～３発行 

 

 

 

(2) 認知症等地域支援事業（５５０） 

地域全体に認知症への理解を広げるため、支援者向けにＶＲ機器を用いた研修を実施し、

認知症当事者の視点の理解・主体的な意識醸成に繋げます。また、地域ケアプラザ等の地域

単位での研修実施により、より身近な支援者との継続的な関係構築を支援します。 

支援者向け認知症ＶＲ研修：８月 23 日  

地域ケアプラザでの研修（４か所）：３月まで随時  

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 多職種のための情報連携支援事業（８０） 

高齢者が安心して在宅療養ができるよう、医療・介護関係者に必要な情報をお薬手帳と

一緒に持ち歩ける情報共有ツール「私のおぼえがき」について普及啓発を進めます。 
 

(4) 緊急時の支援（９０） 

親族からの支援が望めない高齢者等の緊急入院・入所の際の移送費や日用品の確保、支給

を行います。 
 

(5) 高齢者社会参加支援（５０） 

老人クラブ活動の活性化や交流を促進するため、功労者表彰等を支援します。  

（シニアクラブ大会での表彰 ３４人：６月２２日） 

 

 

 

 
 

○ 地域包括ケア推進事業【健康福祉局区配】（４００） 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、泉区アクションプランの推進に向けた取組を行います。

○ 認知症支援事業等【健康福祉局区配】（４００） 

認知症になっても、周囲の理解や見守り、家族を支えることにより、住み慣れた地域で 

暮らし続けることができるよう、認知症に関する普及啓発、相談、緊急対応事業を行います。 

○ 地域づくり型介護予防事業【健康福祉局区配】（１,２１０） 

元気なうちから介護予防に取り組む地域づくりを目指し、講演会や広報等による啓発 

活動を実施します。また、地域で高齢者の自主的な介護予防活動が継続的に行われるよう、 

地域の人材育成や関係機関との連携を図り活動を支援します。 

○ 在宅医療連携拠点事業【医療局事業】（３５７，７００<全市>） 

市民が安心して在宅医療・介護を受けられるよう、区医師会と協力して在宅医療連携拠

点を運営します。患者家族や病院からの相談業務のほか、在宅医療に関する市民向け講演

会、医師向け研修を行います。 
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コラム② 泉区地域包括ケア推進事業 ～わたしのアクション通信について～ 

 

【わたしのアクション通信とは】 

   ２月に策定した横浜型地域包括ケアシステム構築に向けた 

泉区のアクションプランの特徴は、それぞれの立場で取り組み 

につなげられるよう重点取組分野ごとに「わたしのアクション」 

として具体的な取組例を示していることです。 

今年度から「わたしのアクション」の取組を紹介する通信を 

発行し、ホームページ等で紹介しています。  

 

【今までに発行した通信】 

・VOL1 深川敦子泉区長  

「和泉小学校４年生 活動発表会」   

 ・VOL2 湘南泉病院理事長 池島秀明先生  

「人生会議はじめました！」 

 ・VOL3 たちばな会理事長・泉サポートプロジェクト会長  

鈴木啓正会長   

「泉サポートプロジェクト できることから着手」   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【今後について】 

  区全体の取組紹介にとどまらず、身近な地域ケアプラザ単位での発行等も進めていきます。 

 

 

 

 

わたしのアクション通信 

和泉小学生のリニューアルしたベンチ 人生会議はじめました！ 泉サポートプロジェクト 

VOL1 深川敦子泉区長 VOL２ 池島秀明先生  VOL３ 鈴木啓正会長  
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３ 健康づくり活動支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

福祉保健課 ２，４５８千円 ２，６１０千円 

運動習慣の定着、食習慣の改善を目的に、保健活動推進員や食生活等改善推進員、関係機関

と連携して健康づくりの活動を支援するとともに、活動を通じて、健康に対する意識向上や地

域での仲間づくりなどを進めます。また、がんの予防及び検診の啓発に取り組みます。 

 

(1) 健康づくり推進事業（６３） 

働き・子育て世代などを対象に、生活習慣病予防のための運動、食事における栄養、歯科

予防、健康チェック等を取り入れた健康づくり講座を参加しやすい日時で実施します。 

 

(2) 食習慣の改善事業（５５４） 

ア 生活習慣病の予防のための食事相談を行います。            （月２回） 

イ 食生活等改善推進員会の協力を得ながら、食生活改善講習会等を開催します。 

 

(3) がん検診啓発事業（４０） 

働き・子育て世代から高齢者を対象に、健康づくりイベントや地域のイベント等において、

様々ながんの予防及び検診の啓発を実施します。 

 

(4) 乳幼児健診時の保護者への健康づくり事業（１，３８１） 

ア ４か月健診の保護者等を対象に、自身の口腔ケアとむし歯菌の母子感染予防を目的に、

個別相談・指導を実施します。                      （月２回） 

イ ３歳児健診の保護者等を対象に、自身の食生活改善相談や骨密度測定を実施します。 

（月２回） 

ウ ３歳児健診の母子等を対象に、乳がんの自己触診方法の体験や乳がん、子宮がん等の予

防及び検診の啓発を行います。                                          （月２回） 

 

(5) 生活習慣改善啓発事業（４２０） 

ア 生活習慣病予防をテーマに保健活動推進員会、食生活等改善推進員会等と連携し、相

談・健康測定・パネル展示等によるイベントを実施します。また、動画やウェブ配信等を

活用した啓発を行います。     （みんなの健康アップフェスティバル：６月２日） 

イ 区庁舎１階に常設している健康づくり情報コーナー「チョコット立ち寄り健康チェック」

で時季やトピックスにあわせた健康づくり情報の展示と啓発を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 健康横浜 21 推進事業【健康福祉局区配】（９８８） 

健康増進計画である健康横浜 21 に基づき、受動喫煙防止の啓発強化、糖尿病の重症化予

防及び生活習慣の改善の取組、歯科口腔保健関係事業を行うとともに、がん検診・特定健

診の普及を進めます。 
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４ 障害児・者社会参加促進支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

高齢・障害支援課 １，１５４千円 １，３８１千円 

障害の有無にかかわらず、誰もが地域で安心して生活できる地域社会の構築に向けて、当事

者・地域・自立支援協議会と行政が協働して取り組み、障害児・者や難病患者への理解を深め、

社会参加促進を支援します。 

 

(1) 泉ふれあいシールラリー（９４４） 

区民の障害理解の推進を目的に、区内の障害福祉事業所を巡るシールラリーを開催します。

障害のある方が日頃活動している区内の事業所に実際に足を運んでいただくことで、障害当 

事者と地域の方との交流の機会とし、障害への理解を深めます。 

（11 月９日～12 月９日開催） 

 

(2) 自主製品等販売活動支援事業（１７０） 

ア 区総合庁舎区民ホールにおける区内障害者福祉事業所の自主製品販売活動を支援します。 

   （12 事業所、週５日） 

イ 横浜市営地下鉄戸塚駅構内における区内障害福祉事業所による泉区産農作物等の販売 

活動を支援します。                    （週２回、再開時期未定） 

ウ 横浜市営地下鉄立場駅構内における区内障害福祉事業所による自主製品等の販売活動 

を支援します。    （週２回→当面月２回：６月再開１回、７月２回、８月休止） 

  

(3) 難病支援（４０） 

難病患者とその家族を対象とする交流会の開催を支援します。 （８回（３回開催済）） 

○ 地域で活動する健康づくり団体への支援【健康福祉局区配】（２１２） 

・保健活動推進員や食生活等改善推進員（ヘルスメイト）に対して、活動をサポートしなが

ら共同して区の健康づくり事業や地域イベントでの健康啓発を実施します。 

・食生活等改善推進員養成講座において、地域活動に向けたリーダー育成を実施します。 

○ 感染症対策事業【健康福祉局区配】（１０，７２８） 

・区内の感染症患者及び家族に対する支援及び接触者健診の実施や、区内の学校・施設等で

感染性胃腸炎などが発生した際に感染拡大防止のための保健指導等を行います。 

・高齢・障害施設や保育所等の福祉施設で感染が発生した際に適切な対応ができるよう、施

設向け研修会を開催します 

○ 松風学園再整備事業【健康福祉局事業】（１，０１５，０９０<全市>） 

入居者の居住環境改善のため、新居住棟の建設工事を進めています。また、同園敷地に整

備された民設新入所施設「泉の郷まつかぜ」が４月１日に開所しました。 
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５ いずみっこ子育て支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

こども家庭支援課 １，８５９千円 １，９７９千円 

子育てに必要な知識や情報が的確に届くことで、養育者が必要なサービスを活用しながら安

心して育児が行えるよう支援します。 

 

(1) 乳幼児健診等保育サポート事業（１５４） 

乳幼児健診等の会場に保育ボランティアを配置し、複数の子どもを連れた養育者に対して、

安心して健診を受けていただけるよう子どもの見守りを行います。 （22 回（７月末現在）） 

 

(2) パパ・ママ子育て支援事業（１，１３７）拡充 

ア  いいＫＡＧＥＮ
か げ ん

な子育てプレクラス 

初めての出産・育児を控えた参加者が、安心して出産・子育てを行うために必要な知識

や沐浴などを学べるよう、実践を交えた教室を開催します。 

また、定員超過や新型コロナウイルス感染症の影響により会場で受講できない方への対

応として、オンライン指導を実施します。 

妊婦編：妊婦の健康づくりと出産に向けた呼吸法、妊婦疑似体験、「親になる心構えに 

ついてのワークプログラム」講義を実施します。 

（１コース３回：４コース実施（７月末現在）) 

産後編：妊娠期からの切れ目のない支援として、育児不安等への相談や参加者同士が育児

状況の共有を行います。また、妊婦編参加者とのふれあいの時間を設け育児の 

イメージ化を図ります。               （４回（７月末現在）） 

本教室で活用するワークプログラムの効果を判定するため、事業アドバイザーを依頼 

します。 

イ 赤ちゃん教室 

 初めての育児を行う養育者を対象に、育児相談や健康教育（離乳食・虫歯予防、事故予 

防等）、仲間づくりをすすめ、地域の子育て支援につなげます。地域住民が運営協力者とし

て従事し、地域の見守り活動の充実を図ります。         （30 回（７月末現在）） 

  

(3) 子育て支援情報提供事業（５６８） 

ア ウェブサイトでの子育て情報の発信 

「いずみくらし」及び泉区役所のホームページ内の子育て支援情報を充実させ、行政サ

ービスや地域の子育ての最新情報をリアルタイムで発信します。また、母子手帳交付時に

上記サイトの案内チラシを作成し配布します。              （11 月） 

イ 子育てガイドブックの印刷 

 地域子育て支援拠点との協働で作成する子育てに関するガイドブックを「こんにちは赤

ちゃん訪問事業」の対象者分を印刷し配布します。            （３月） 

ウ こども家庭総合支援拠点開設に伴う情報提供・発信の強化 

 こども家庭支援課の窓口業務及び専門職の家庭訪問等でタブレット端末を活用した情報

提供・発信を行います。               （窓口対応：４月から実施中） 
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６ 妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援充実事業 重点 Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

こども家庭支援課 １，８４６千円 ２，２６６千円 

子どもと養育者が安心して生活するため、妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援を充実

し、児童虐待の予防から発生時の迅速な対応と、ＤＶ相談等への的確な支援ができる仕組みを

構築します。 

 

(1) 子ども虐待予防事業（１，１９８） 

ア 配食サービスを通じたひとり親家庭向け情報提供等支援事業 

就労等を理由として区役所からの情報提供等を行う機会を確保できないひとり親家庭に

対し、支援ニーズの早期把握及び支援施策に関する情報提供を行うとともに、養育者の家

事負担の軽減及び家族団らんの確保を目的として配食サービスを行います。 （月２回） 

 

イ エリア別要保護児童対策地域協議会 

児童虐待の早期発見、迅速かつ的確な対応のため、保育所や小・中学校、民生委員・

児童委員等を対象に、地域ケアプラザエリア単位での連携した見守り強化を目指し、要保

護児童対策地域協議会を開催します。 

下和泉地区要保護児童地域対策協議会：７月 14 日 

いずみ中央・いずみ野地区要保護児童地域対策協議会：９月 12 日 

新橋・岡津地区要保護児童地域対策協議会：11 月 15 日 

 

(2) 地域の子育て支援力向上事業（６４８）拡充 

ア 子育て応援マークの配布・ＰＲ動画作成 

 子育て世代が地域に見守られ、孤立せずに子育てができる地域づくりを目指し、子育て

応援マーク及び啓発チラシを配布し、子育て支援に参画する区民を増やします。また子育

て応援サポーターの活動紹介や子育て応援マークの啓発を目的にＰＲ動画を作成します。 

（子育て応援マークの配布開始：６月） 

イ 子育て支援活動ヒント集作成 

子育て支援の活動を充実させるため、子育て支援活動ヒント集を作成し、地域の活動団 

体やボランティア等へ配布します。                    （10 月） 

 

ウ 活動者向け研修 

子育て応援サポーターの研修会を地域子育て支援拠点と協働で開催し、サポーターの活

動を拡充します。              （子育てサポーター研修会：９月９日） 

 

 

 

 

 

 

○ 社会福祉職による専門相談【こども青少年局区配】（１２，８７５） 

  児童虐待の予防的な介入を目的に、養育者に対し子どもの特性に応じた相談体制を構築

し、適切な社会資源を利用に導くため、社会福祉職による専門相談を実施します。ひとり親

の相談も増加傾向にあるため、合わせて相談に応じます。           （週４日） 



32 

 

 

 

 コラム③ 地域の子育て支援力向上事業 

～子育て家庭と地域をつなぐ「子育て応援マーク」～ 
 

こども家庭支援課では、「地域ぐるみで子育てを応援し、子育てに優しいまち泉区」を目指し、

様々な取組を進めています。 

令和元年度に行った“泉区子育てアンケート”では、「親族が遠方でサポートが得られにくい」

「転居したばかりで近所に知り合いがいない」といった声が寄せられた一方で、多くの子育て家庭

が「地域との交流を楽しみたい！」と回答していました。その結果を受け、地域の皆さんと意見を

出し合い、令和３年度に「子育て応援マーク」を作成しました。この「子育て応援マーク」は、子

育てを応援したい地域の方と、応援してほしい子育て家庭の双方に身に着けていただきます。「子

育て応援マーク」をつけた方同士が出会い、気軽に声を掛け合うことで、地域のつながりが広がり、

子育てに優しいまちとなる効果を期待しています。 

今後は、幅広く活用いただけるよう、配布場所を順次拡大し、また、動画やポスターなどを活用

したＰＲを行い、多くの方にこの取組を周知していきます。 

○ こども家庭総合支援拠点の整備【こども青少年局区配】（１２，８７５） 

  こども家庭支援課に、児童福祉法に基づくこども家庭総合支援拠点機能を整備し、要保護

児童等の支援が必要な子ども・家庭への支援を強化します。          （10 月） 

また、拠点設置に伴いこれまでの「子ども・家庭支援相談」を発展的に見直し、子ども及び

妊産婦の福祉・保健に関する様々な相談に対し全件を複数の専門職がカンファレンスで方針

決定を行う「こども家庭相談」を開始しました。               （４月） 

子育て応援マークには２つのメッセージが込め

られています。 

① ママ・パパからの「子育てをあたたかなまなざ

しで見守ってほしい、子育てを応援してほしい」 

② 地域の方からの「子育てを応援したい」 

① ② 

【配布場所】 

地域子育て支援拠点「すきっぷ」、子育て支援者会場（区内８か所）、地域ケアプラザ、 

泉図書館、地区センター、泉区役所こども家庭支援課で配布しています。 

 啓発ポスター 
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７ 保育施設・幼稚園等との協働による子育て支援推進事業 Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

こども家庭支援課 １，３６９千円 １，２６９千円 

保育施設・幼稚園等と協働して情報発信を行うとともに、地域子育て支援を進めます。 

また、保育ニーズへの丁寧な対応や関係者の協力により事業を進めることで待機児童ゼロの継

続につなげていきます。 
 

(1) 保育施設・幼稚園協働による保育施設ＰＲ事業（３５５） 

保育施設・幼稚園・地域子育て支援拠点と協働し、区内育児支援情報の提供と、保育施

設・幼稚園の紹介、保育・教育コンシェルジュによる保育相談等を行うイベント「いずみっ

こひろば」を開催します。                             （９月５日～10 日） 
 
(2) 保育園地域支援事業（２５８） 

ア 市立和泉保育園において子育て世帯を対象に親子の居場所を提供し、その中で参加者向

けに育児講座を行います。            （９回、79 名参加（７月末現在）） 

イ 保育園が地域に開かれ、地域の中高齢者と園児や地域の親子が遊びを通して交流します。

中高生等と園児が触れ合い、将来の虐待防止や保育士の仕事にも興味を持つようつなげま

す。                         高齢者との交流：９月 

                                 中高生との交流：８月開始 

(3) 職場復帰講座（９６） 

育児休業等から職場復帰を希望する子育て家庭向けに、復帰する際に直面する課題や解決

方法等について講座を開催します。                                          （２月） 

 

(4) 保育サービス等の情報発信事業（６６０） 

保育施設・幼稚園紹介のウェブサイトや冊子で様々な情報を発信するとともに、保育・教

育コンシェルジュによる出張相談等を行い、多様な保育ニーズに対応します。 

（冊子発行：８月） 

８ 民生委員・児童委員活動支援事業 新規 Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

福祉保健課 １，２６７千円   ０千円 

地域住民の身近な相談役、見守り役を果たす民生委員・児童委員の活動を支援するとともに、

民生委員・児童委員、主任児童委員の担い手の確保に取り組みます。 
 

(1) 退任式典等開催事業（３６７） 

民生委員・児童委員及び主任児童委員の一斉改選により任期を終えた委員の退任式等を開

催します。                              （12 月 20 日） 
 

(2) 担当区域地図更新事業（６００） 

民生委員・児童委員が見守り活動などで地域住民宅を訪問する際に使用する担当エリア地

図を更新します。 
 

(3) 民生委員ホームページ維持管理事業（３００） 

民生委員・児童委員活動の事例紹介や情報共有などを目的に活用している外部サイトのホ

ームページの維持・管理委託を行います。 
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○ 生活保護事業【健康福祉局区配・局事業】（２，７９６，６６４） 

生活保護法に基づいた、被保護者に対する生活保護費の支給を行います。 

 （2,362 世帯（3,053 人）（７月末現在）） 

○ 生活困窮者自立支援事業【健康福祉局区配・局事業】（４４，８６１） 

生活困窮者自立支援法に基づき、生活保護に至る前の段階から自立に向けた包括的な相

談支援を実施します。              （相談：延べ 202 人（７月末現在）） 

○ 寄り添い型生活・学習支援事業【こども青少年局・健康福祉局区配】（２７，８１９） 

生活保護世帯及び経済的困窮状態にある世帯の小中学生に対する生活・学習支援を実施し

ます。また、高校に行っていない子どもを含めた高校生世代に対し、将来の選択肢の幅を広

げるための情報提供等の支援を実施します。 

 

・生活支援事業：小中学生を対象に、区内１か所で実施（利用者１人あたり週２回） 

（利用登録者 22 人、延利用者 153 人（７月末現在） 

・学習支援事業：高校進学を希望する中学生及び高校生世代を対象に、区内２か所で実施 

（利用者１人あたり週２回） 

（利用登録者 49 人、延利用者 619 人（７月末現在） 

○ 就労困難な若者の社会参加促進事業【健康福祉局区配】（８０７） 

不登校やひきこもり等の経験をもつ就労困難な生活保護受給中の若者及び生活困窮の若

者を対象に、個別相談及び地域の社会資源を活用した社会参加促進プログラム事業を実施  

します。                                 

（利用者 13 人、延利用者 35 人（７月末現在）） 



 

令和５年度 泉区予算編成の考え方（案） 

 泉区では、「みらいへ進もう！地域とともに」を区民の皆様との共通目標と

し、「泉区に住み続けたい」、「住むなら泉区」と実感していただけるよう、未来

に向けたまちづくりを進めてきました。  

令和５年度の予算編成にあたっては、「財政ビジョン」をふまえ、「施策の推進

と財政の健全性の維持」を真に両立するため、すべての事務事業の効率化のため

の見直しを行い、事業を展開していきます。 

 

 

【基本姿勢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 ３ 



泉区総合庁舎 「４階執務室化工事」 及び 「２階窓口再編成」 の実施について 

１ 趣旨 

２階の窓口職場の狭あい化の解消を図るため、泉区総合庁舎４階未利用スペース（約 440 ㎡）につい

て、令和４年３月から 10 月末（予定）まで執務室化工事を行っています。 
執務室化工事完了後、11 月第３週から生活支援課の移転を実施し、令和５年１月第２週までに、順次

移転を行います。

２ ２階窓口の再編成について 

【現状の配置】 

【変更後の配置】

３ 主な効果及び利便性の向上について 

・２階戸籍課前の待合スペースが広がります。

・相談室・面接室を３か所、車いす相談ブースを１か所新たに設けることで、より個人情報に配慮した面接・ 

面談の実施が可能になります。

・現状、同一課の窓口が複数個所に分散していますが、これを解消することで各種手続時にスムーズにご案内

できます。

４ 区民への周知 

利用者の方々にご不便をおかけしないよう、窓口の変更等については区役所ホームページで十分な周知を

行うとともに、来庁者に対しては窓口案内表示やご案内を行ってまいります。 

資料 ４

No 3 ELV

機械室

No 2 ELV

No 1 ELV

機械室

EPS

EPS

消防署
消防隊寝室

高齢・障害支援課

こども家庭支援課

保険年金課

保険年金課

戸籍課
戸籍課

生活支援課

（２階） 

No 3 ELV

機械室

No 2 ELV

No 1 ELV

機械室

EPS

EPS

消防署
消防隊寝室

高齢・障害支援課

こども家庭支援課

保険年金課

戸籍課

２A会議室

（２階） 

No 2 ELV

No 1 ELV

機械室

No 3 ELV

EPS

EPS

EPS

EPS

機械室
消防会議室

4ABC会議室

4F食堂

4Ｄ

会議室

選挙管理

委員室

生活支援課

（４階） 



 

立場地区センター駐車場の整備進捗状況について 

 
１ 事業内容 

⽴場地区センターの駐⾞場整備については、泉区休⽇急患診療所の跡地の⼀部を活⽤し、⽴場地区セン
ターの駐⾞場として再整備することとしています。 

令和３年度は現況測量を実施しており、４年度に駐⾞場整備に向けた実施設計及び医療局⽤地所管替
えのための分筆測量、５年度に駐⾞場整備及び⼈⼯地盤の撤去⼯事を実施する予定です。 
 
２ 土地の状況 

⽤ 途 所 管 地 番 ⾯積(㎡) 
休⽇急患診療所跡地 医療局（⻘⾊） 2703-1 1111.63 
駐⾞場・調整池 泉区（⻩⾊） 2703-2 の⼀部 484.78 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 駐車場台数 

 R2 年（解体⼯事前） R3・4 年（現況） R5 年（再整備後） 
駐⾞場台数 17 台（休⽇急患 

診療所と共⽤） 
11 台 14 台 

※他にセンター⼊り⼝側に３台駐⾞スペースあり 
 

４ 事業スケジュール（区局連携促進事業） 

 実施内容 
R３年度 〇現況測量 

対象⼟地の⼨法・⾯積・⾼さを計測する測量を実施 
R４年度 〇実施設計 ※契約締結済み 

駐⾞場整備及び⼈⼯地盤の撤去を⾏うために必要な設計 
〇医療局用地所管替えのための分筆測量 

医療局⽤地と泉区⽤地の境界確定測量・分筆・登記⼿続き 
〇医療局用地所管替え 

分筆測量結果を基に、医療局⽤地と泉区⽤地の所管替え 
R5 年度 〇工事 

駐⾞場整備及び敷地内調整池にかかる既設⼈⼯地盤の撤去⼯事 
 

資料５ 

図１.⼟地の現況 図２.駐⾞場整備後のレイアウト図 

医療局用地 

医療局用地 

泉区用地 

泉区用地 

（立場地区センター側） （立場地区センター側） 




